
(57)【要約】

【課題】異なる記録フォーマットを有する２つの記録媒

体間での情報のコピーまたは移動の処理を行う場合、記

録フォーマットの違いに伴う不具合を改善する。

【解決手段】　デバイス制御部１６は、DVDで採用され

ているUDFのデータを、DVDに記録する場合に使用される

ATAPIコマンドとともに、デバイス制御部１７へ供給す

る。デバイス制御部１７は、デバイス制御部１６から供

給されたATAPIコマンドを、そのATAPIコマンドに対応す

るATAコマンドに変換して、デバイス制御部１６から、A

TAPIコマンドとともに供給されたデータとともに、HDD

１８に供給し、UDFのデータをハードディスク１８Aに記

録する制御を行う。本発明は、例えば、ハードディスク

レコーダに適用できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 記 録 を 行 う デ ー タ で あ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い
る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 記 録 要 求 手 段 と 、
　 前 記 記 録 要 求 手 段 に よ る 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記
録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 記 録 制 御 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 記 録 制 御 手 段 の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ ー タ
の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 記 録 制 御 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 記 録 制 御 手 段 は 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を
要 求 す る コ マ ン ド と と も に 、 前 記 記 録 用 デ ー タ を 出 力 し 、
　 前 記 第 ２ の 記 録 制 御 手 段 は 、 前 記 第 １ の 記 録 制 御 手 段 が 出 力 す る 前 記 コ マ ン ド を 、 前 記
第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の デ ー タ の 記 録 を 要 求 す る コ マ ン ド に 変 換 し て 出 力 す る こ と に よ
り 、 前 記 記 録 用 デ ー タ を 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 に 記 録 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 前 記 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト と は 異 な る 他 の フ ォ ー マ ッ ト に 従
っ て 要 求 す る 他 の 記 録 要 求 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 他 の 記 録 要 求 手 段 は 、 前 記 第 １ の 記 録 制 御 手 段 が 出 力 す る 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録
を 、 前 記 他 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 し 、
　 前 記 第 ２ の 記 録 制 御 手 段 は 、 前 記 他 の 記 録 要 求 手 段 に よ る 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要
求 に 応 じ て 、 前 記 記 録 用 デ ー タ を 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 に 記 録 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 は 、 光 デ ィ ス ク で あ り 、
　 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 記 録 を 行 う デ ー タ で あ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い
る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 記 録 要 求 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 記 録 要 求 ス テ ッ プ に よ る 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー
タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 第 １ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ
ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 記 録 を 行 う デ ー タ で あ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い
る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 記 録 要 求 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 記 録 要 求 ス テ ッ プ に よ る 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー
タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 第 １ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ
ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ と
　 を 含 む 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム が 記 載 さ れ て い る
プ ロ グ ラ ム 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 記 録 を 行 う デ ー タ で あ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い
る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 記 録 要 求 ス テ ッ プ と 、
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　 前 記 記 録 要 求 ス テ ッ プ に よ る 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー
タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 第 １ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ
ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ と
　 を 含 む 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 既 に 記 録 さ れ た デ ー タ で あ る 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ
れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 読 み 出 し 要 求 手 段 と 、
　 前 記 読 み 出 し 要 求 手 段 に よ る 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記 録
デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記 録 デ
ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 は 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記 録 デ ー タ の 読
み 出 し を 要 求 す る コ マ ン ド を 出 力 し 、
　 前 記 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 手 段 は 、 前 記 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 が 出 力 す る 前 記 コ マ ン ド
を 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 要 求 す る コ マ ン ド に 変
換 し て 出 力 す る こ と に よ り 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら 、 前 記 記 録 デ ー タ を 読 み 出 さ
せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 、 前 記 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト と は 異 な る 他 の フ ォ ー マ ッ ト に
従 っ て 要 求 す る 他 の 読 み 出 し 要 求 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 他 の 読 み 出 し 要 求 手 段 は 、 前 記 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 が 出 力 す る コ マ ン ド に 応 じ
、 前 記 他 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 、 前 記 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 要 求 し 、
　 前 記 第 ２ の 記 録 制 御 手 段 は 、 前 記 他 の 読 み 出 し 要 求 手 段 に よ る 前 記 記 録 デ ー タ の 読 み 出
し の 要 求 に 従 っ て 、 前 記 記 録 デ ー タ を 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら 読 み 出 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 を 備 え た 外 部 の 装 置 と 通 信 を す る こ
と に よ り 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た 前 記 記 録 デ ー タ を 、 前 記 第 １ の デ
ー タ 記 録 媒 体 を 備 え た 外 部 の 装 置 に 転 送 す る 通 信 手 段
　 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 は 、 光 デ ィ ス ク で あ り 、
　 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 既 に 記 録 さ れ た デ ー タ で あ る 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ
れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ に よ る 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記
記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記
録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 既 に 記 録 さ れ た デ ー タ で あ る 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ
れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ と 、
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　 前 記 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ に よ る 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記
記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記
録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ と
　 を 含 む 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム が 記 載 さ れ て い る
プ ロ グ ラ ム 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 既 に 記 録 さ れ た デ ー タ で あ る 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ
れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ に よ る 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記
記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記
録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ と
　 を 含 む 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 情 報 処 理 装 置 お よ び 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 記 録 媒 体 、 並 び に プ ロ グ ラ ム に 関 し 、
特 に 、 記 録 フ ォ ー マ ッ ト が 異 な る ２ つ の 記 録 媒 体 間 で の 、 デ ー タ の コ ピ ー ま た は 移 動 の 処
理 を 行 う 際 に 、 記 録 媒 体 の 違 い に 伴 う 記 録 フ ォ ー マ ッ ト の 違 い を 意 識 す る こ と な く 、 記 録
さ れ た デ ー タ を 扱 う こ と が で き る よ う に し た 情 報 処 理 装 置 お よ び 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 記 録 媒
体 、 並 び に プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 特 に 、 テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 番 組 等 の AVデ ー タ （ 画 像 デ ー タ と 音 声 デ ー タ を 含 ん だ デ
ー タ ） の 記 録 を 行 う 装 置 と し て 、 DVD（ Digital Versatile Disk） レ コ ー ダ や 、 DVDよ り も
大 容 量 の ハ ー ド デ ィ ス ク （ 磁 気 デ ィ ス ク ） を 内 蔵 す る ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ な ど が 普 及
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 最 近 で は 、 テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 番 組 等 の AVデ ー タ を ハ ー ド デ ィ ス ク に 一 時 的 に 記 録 し
、 そ の 後 、 そ の AVデ ー タ を 、 DVDへ コ ピ ー （ ダ ビ ン グ ） ま た は 移 動 す る こ と 等 が 、 一 般 的
に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 場 合 、 ハ ー ド デ ィ ス ク と DVDの 記 録 媒 体 の 違 い に 伴 う 不 具 合 が 存 在 す る 。 例 え ば 、 A
Vデ ー タ の ダ ビ ン グ 処 理 に お い て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク と DVDと で は 、 記 録 容 量 が 異 な る た め 、
ハ ー ド デ ィ ス ク に 記 録 さ れ た AVデ ー タ の サ イ ズ が DVDの 記 録 容 量 を 越 え て い る 場 合 、 そ の A
Vデ ー タ を DVDに 記 録 す る た め に は 、 AVデ ー タ を DVDの 記 録 容 量 よ り も 小 さ な サ イ ズ に 分 割
し て 複 数 枚 の DVDに 記 録 す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 こ の 場 合 に は 、 予 め １ つ の AVデ ー タ を
複 数 に 分 割 す る 処 理 が 必 要 で あ る た め 、 使 い 勝 手 が 悪 く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 、 記 録 容 量 の 違 い か ら 生 じ る 不 具 合 を 改 善 す る 情 報 記 録 装 置 が 提 案
さ れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ４ ８ ２ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 DVDと ハ ー ド デ ィ ス ク と で は 、 記 録 容 量 が 異 な る 以 外 に 、 記 録 フ ォ ー マ
ッ ト 自 体 が 異 な る た め 、 ハ ー ド デ ィ ス ク に 記 録 さ れ た AVデ ー タ を DVDへ ダ ビ ン グ す る 、 ま
た は 移 動 す る に は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク の 記 録 フ ォ ー マ ッ ト か ら DVDの 記 録 フ ォ ー マ ッ ト へ の
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変 換 処 理 を 行 う 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 あ る 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た デ
ー タ の 、 そ の 記 録 媒 体 と 異 な る 記 録 フ ォ ー マ ッ ト の 他 の 記 録 媒 体 へ の ダ ビ ン グ ま た は 移 動
の 処 理 を 、 よ り 好 適 に 行 う こ と が で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 記 録 を 行 う デ ー タ で あ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 第 １
の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 記 録 要 求 手 段 と
、 記 録 要 求 手 段 に よ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ て 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 記
録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 記 録 制 御 手 段 と 、 第 １ の 記 録 制 御 手 段 の
制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第
２ の 記 録 制 御 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 第 １ の 記 録 制 御 手 段 が 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 記
録 用 デ ー タ の 記 録 を 要 求 す る コ マ ン ド と と も に 、 記 録 用 デ ー タ を 出 力 し 、 第 ２ の 記 録 制 御
手 段 が 、 第 １ の 記 録 制 御 手 段 が 出 力 す る コ マ ン ド を 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の デ ー タ の
記 録 を 要 求 す る コ マ ン ド に 変 換 し て 出 力 す る こ と に よ り 、 記 録 用 デ ー タ を 、 第 ２ の デ ー タ
記 録 媒 体 に 記 録 さ せ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト と は 異 な
る 他 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 他 の 記 録 要 求 手 段 を さ ら に 備 え 、 他 の 記 録 要 求 手 段
が 、 第 １ の 記 録 制 御 手 段 が 出 力 す る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 他 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要
求 し 、 第 ２ の 記 録 制 御 手 段 が 、 他 の 記 録 要 求 手 段 に よ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ
て 、 記 録 用 デ ー タ を 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 に 記 録 さ せ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 情 報 処 理 装 置 は 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 が 、 光 デ ィ ス ク で あ り 、 第 ２ の
デ ー タ 記 録 媒 体 が 、 ハ ー ド デ ィ ス ク で あ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 情 報 処 理 方 法 は 、 記 録 を 行 う デ ー タ で あ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 第 １
の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 記 録 要 求 ス テ ッ
プ と 、 記 録 要 求 ス テ ッ プ に よ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ て 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒
体 へ の 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ と 、 第 １ の 記
録 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た
め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ の プ ロ グ ラ ム 記 録 媒 体 の プ ロ グ ラ ム は 、 記 録 を 行 う デ ー タ で あ る 記 録 用 デ
ー タ の 記 録 を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求
す る 記 録 要 求 ス テ ッ プ と 、 記 録 要 求 ス テ ッ プ に よ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ て 、
第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 記 録 制 御 ス
テ ッ プ と 、 第 １ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 記 録 用 デ
ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ と を 含 む 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ
に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 １ の プ ロ グ ラ ム は 、 記 録 を 行 う デ ー タ で あ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 第 １ の
デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 記 録 要 求 ス テ ッ プ
と 、 記 録 要 求 ス テ ッ プ に よ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ て 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体
へ の 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ と 、 第 １ の 記 録
制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め
の 制 御 を 行 う 第 ２ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ と を 含 む 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特
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徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 は 、 既 に 記 録 さ れ た デ ー タ で あ る 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を
、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 読 み 出 し
要 求 手 段 と 、 読 み 出 し 要 求 手 段 に よ る 要 求 に 応 じ て 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 記 録 デ
ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 と 、 第 １ の 読 み 出 し 制 御
手 段 の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制
御 を 行 う 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 は 、 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 が 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か
ら の 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 要 求 す る コ マ ン ド を 出 力 し 、 　 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 手 段 が 、
第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 が 出 力 す る コ マ ン ド を 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 記 録 デ ー タ
の 読 み 出 し を 要 求 す る コ マ ン ド に 変 換 し て 出 力 す る こ と に よ り 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か
ら 、 記 録 デ ー タ を 読 み 出 さ せ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 は 、 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 、 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト と は 異
な る 他 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 他 の 読 み 出 し 要 求 手 段 を さ ら に 備 え 、 他 の 読 み 出
し 要 求 手 段 が 、 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 が 出 力 す る コ マ ン ド に 応 じ 、 他 の フ ォ ー マ ッ ト に
従 っ て 、 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 要 求 し 、 第 ２ の 記 録 制 御 手 段 が 、 他 の 読 み 出 し 要 求 手 段
に よ る 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し の 要 求 に 従 っ て 、 記 録 デ ー タ を 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら
読 み 出 さ せ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 を 備 え
た 外 部 の 装 置 と 通 信 を す る こ と に よ り 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た 記 録 デ ー
タ を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 を 備 え た 外 部 の 装 置 に 転 送 す る 通 信 手 段 を さ ら に 備 え る よ う
に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 は 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 が 、 光 デ ィ ス ク で あ り 、 第 ２ の
デ ー タ 記 録 媒 体 が 、 ハ ー ド デ ィ ス ク で あ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 情 報 処 理 方 法 は 、 既 に 記 録 さ れ た デ ー タ で あ る 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を
、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 読 み 出 し
要 求 ス テ ッ プ と 、 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ に よ る 要 求 に 応 じ て 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら
の 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ と 、 第 １ の
読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 記 録 デ ー タ の 読 み 出
し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の プ ロ グ ラ ム 記 録 媒 体 の プ ロ グ ラ ム は 、 既 に 記 録 さ れ た デ ー タ で あ る 記 録
デ ー タ の 読 み 出 し を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ
て 要 求 す る 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ と 、 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ に よ る 要 求 に 応 じ て 、 第 １ の
デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 読 み 出 し 制 御
ス テ ッ プ と 、 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の
記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ と を 含 む 処 理
を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の プ ロ グ ラ ム は 、 既 に 記 録 さ れ た デ ー タ で あ る 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 、
第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 読 み 出 し 要
求 ス テ ッ プ と 、 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ に よ る 要 求 に 応 じ て 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の
記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ と 、 第 １ の 読
み 出 し 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し
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を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ と を 含 む 処 理 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行
さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 情 報 処 理 装 置 、 情 報 処 理 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 記 録 媒 体 、 お よ び プ ロ グ ラ ム
に お い て は 、 デ ー タ の 記 録 が 、 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 さ れ 、 そ の 要 求 に 応 じ て
、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ デ ー タ を 記 録 す る 制 御 が 行 わ れ 、 さ ら に 、 そ の 制 御 に 応 じ て 、
第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ デ ー タ を 記 録 す る 制 御 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 情 報 処 理 装 置 、 情 報 処 理 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 記 録 媒 体 、 お よ び プ ロ グ ラ ム
に お い て は 、 第 ２ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た デ ー タ の 読 み 出 し が 、 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従
っ て 要 求 さ れ 、 そ の 要 求 に 応 じ て 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら デ ー タ を 読 み 出 す 制 御 が 行
わ れ 、 さ ら に 、 そ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の 記 録 媒 体 か ら デ ー タ を 読 み 出 す 制 御 が 行 わ れ る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 情 報 を 記 録 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 既 に 記 録 し た
デ ー タ を 読 み 出 す こ と が で き る 。 特 に 、 情 報 の 記 録 を 行 う 記 録 媒 体 に 対 し て 、 そ の 記 録 媒
体 と 異 な る 記 録 フ ォ ー マ ッ ト で あ る 他 の 記 録 媒 体 の 記 録 フ ォ ー マ ッ ト で 情 報 を 記 録 す る こ
と が で き る の で 、 他 の 記 録 媒 体 に 対 し て 、 デ ー タ を コ ピ ー す る こ と が 容 易 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る が 、 請 求 項 に 記 載 の 構 成 要 件 と 、 発 明 の 実 施 の 形
態 に お け る 具 体 例 と の 対 応 関 係 を 例 示 す る と 、 次 の よ う に な る 。 こ の 記 載 は 、 請 求 項 に 記
載 さ れ て い る 発 明 を サ ポ ー ト す る 具 体 例 が 、 発 明 の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る こ と を 確
認 す る た め の も の で あ る 。 従 っ て 、 発 明 の 実 施 の 形 態 中 に は 記 載 さ れ て い る が 、 構 成 要 件
に 対 応 す る も の と し て 、 こ こ に は 記 載 さ れ て い な い 具 体 例 が あ っ た と し て も 、 そ の こ と は
、 そ の 具 体 例 が 、 そ の 構 成 要 件 に 対 応 す る も の で は な い こ と を 意 味 す る も の で は な い 。 逆
に 、 具 体 例 が 構 成 要 件 に 対 応 す る も の と し て こ こ に 記 載 さ れ て い た と し て も 、 そ の こ と は
、 そ の 具 体 例 が 、 そ の 構 成 要 件 以 外 の 構 成 要 件 に は 対 応 し な い も の で あ る こ と を 意 味 す る
も の で も な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 こ の 記 載 は 、 発 明 の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る 具 体 例 に 対 応 す る 発 明 が 、 請
求 項 に 全 て 記 載 さ れ て い る こ と を 意 味 す る も の で は な い 。 換 言 す れ ば 、 こ の 記 載 は 、 発 明
の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る 具 体 例 に 対 応 す る 発 明 で あ っ て 、 こ の 出 願 の 請 求 項 に は 記
載 さ れ て い な い 発 明 の 存 在 、 す な わ ち 、 将 来 、 分 割 出 願 さ れ た り 、 補 正 に よ り 追 加 さ れ る
発 明 の 存 在 を 否 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ ） は 、 記 録
を 行 う デ ー タ で あ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い る 所 定
の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 記 録 要 求 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の UDF処 理 部 １ ５ ） と 、 記
録 要 求 手 段 に よ る 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ
の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 記 録 制 御 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の
デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ ） と 、 第 １ の 記 録 制 御 手 段 の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ
の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 記 録 制 御 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の
デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ ） と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ ） は 、 第 １
の 記 録 制 御 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ ） が 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ
の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 要 求 す る コ マ ン ド と と も に 、 前 記 記 録 用 デ ー タ を 出 力 し 、 第
２ の 記 録 制 御 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ ） が 、 前 記 第 １ の 記 録 制 御 手 段 が
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出 力 す る 前 記 コ マ ン ド を 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の デ ー タ の 記 録 を 要 求 す る コ マ ン
ド に 変 換 し て 出 力 す る こ と に よ り 、 前 記 記 録 用 デ ー タ を 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 に 記
録 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ ） は 、
記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 前 記 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト と は 異 な る 他 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要
求 す る 他 の 記 録 要 求 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ ２ の FAT処 理 部 ４ １ ） を さ ら に 備 え 、 他 の 記 録 要
求 手 段 が 、 前 記 第 １ の 記 録 制 御 手 段 が 出 力 す る 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 前 記 他 の フ ォ
ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 し 、 第 ２ の 記 録 制 御 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ ２ の デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ ）
が 、 前 記 他 の 記 録 要 求 手 段 に よ る 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ て 、 前 記 記 録 用 デ
ー タ を 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 に 記 録 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 情 報 処 理 方 法 は 、 記 録 を 行 う デ ー タ で あ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 第
１ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 記 録 要 求 ス テ
ッ プ （ 例 え ば 、 図 ８ の ス テ ッ プ S３ の 処 理 ） と 、 記 録 要 求 ス テ ッ プ に よ る 前 記 記 録 用 デ ー
タ の 記 録 の 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う
た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ８ の ス テ ッ プ S４ の 処 理 ） と 、 第
１ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記
録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ８ の ス テ ッ プ S５ の 処 理
） と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 記 録 媒 体 に 記 載 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム お よ び 請 求 項 ７ に 記
載 の プ ロ グ ラ ム は 、 記 録 を 行 う デ ー タ で あ る 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒
体 で 採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 記 録 要 求 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図
８ の ス テ ッ プ S３ の 処 理 ） と 、 記 録 要 求 ス テ ッ プ に よ る 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 の 要 求 に
応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制 御 を 行 う
第 １ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ８ の ス テ ッ プ S４ の 処 理 ） と 、 第 １ の 記 録 制 御 ス テ
ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 へ の 前 記 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 行 う た め の 制
御 を 行 う 第 ２ の 記 録 制 御 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ８ の ス テ ッ プ S５ の 処 理 ） と を 含 む 処 理 を
コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ ） は 、 既 に
記 録 さ れ た デ ー タ で あ る 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い
る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 読 み 出 し 要 求 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の UDF処 理 部 １
５ ） と 、 記 読 み 出 し 要 求 手 段 に よ る 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記
記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の
デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ ） と 、 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒
体 か ら の 前 記 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 手 段 （ 例
え ば 、 図 １ の デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ ） と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ ） は 、 第 １
の 読 み 出 し 制 御 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ ） が 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒
体 か ら の 前 記 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 要 求 す る コ マ ン ド を 出 力 し 、 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 手
段 （ 例 え ば 、 図 １ の デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ ） が 、 前 記 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 が 出 力 す る 前
記 コ マ ン ド を 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 要 求 す る コ
マ ン ド に 変 換 し て 出 力 す る こ と に よ り 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら 、 前 記 記 録 デ ー タ
を 読 み 出 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ ） は
、 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 、 前 記 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト と は 異 な る 他 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ
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て 要 求 す る 他 の 読 み 出 し 要 求 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ ２ の FAT処 理 部 ４ １ ） を さ ら に 備 え 、 他
の 読 み 出 し 要 求 手 段 が 、 前 記 第 １ の 読 み 出 し 制 御 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ ２ の デ バ イ ス 制 御 部
１ ６ ） が 出 力 す る コ マ ン ド に 応 じ 、 前 記 他 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 、 前 記 記 録 デ ー タ の 読
み 出 し を 要 求 し 、 第 ２ の 記 録 制 御 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ ２ の デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ ） が 、 前 記
他 の 読 み 出 し 要 求 手 段 に よ る 前 記 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し の 要 求 に 従 っ て 、 前 記 記 録 デ ー タ
を 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら 読 み 出 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 （ 例 え ば 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ ） は 、 ネ
ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 を 備 え た 外 部 の 装 置 と 通 信 を す る こ と に
よ り 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た 前 記 記 録 デ ー タ を 、 前 記 第 １ の デ ー タ
記 録 媒 体 を 備 え た 外 部 の 装 置 に 転 送 す る 通 信 手 段 （ 例 え ば 、 図 １ の 通 信 部 １ ９ ） を さ ら に
備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 情 報 処 理 方 法 は 、 既 に 記 録 さ れ た デ ー タ で あ る 記 録 デ ー タ の 読 み 出
し を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で 採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 読 み
出 し 要 求 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ９ の ス テ ッ プ S１ １ の 処 理 ） と 、 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ に
よ る 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た
め の 制 御 を 行 う 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ９ の ス テ ッ プ S１ ２ の 処 理 ） と
、 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記 録 デ
ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ９ の ス
テ ッ プ S１ ３ の 処 理 ） と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 記 録 媒 体 の プ ロ グ ラ ム お よ び 請 求 項 １ ５ に 記 載 の プ ロ グ
ラ ム は 、 既 に 記 録 さ れ た デ ー タ で あ る 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 、 第 １ の デ ー タ 記 録 媒 体 で
採 用 さ れ て い る 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 要 求 す る 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図
９ の ス テ ッ プ S１ １ の 処 理 ） と 、 読 み 出 し 要 求 ス テ ッ プ に よ る 要 求 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の
デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制 御 を 行 う 第 １ の 読 み 出 し
制 御 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ９ の ス テ ッ プ S１ ２ の 処 理 ） と 、 第 １ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ
の 制 御 に 応 じ て 、 第 ２ の デ ー タ 記 録 媒 体 か ら の 前 記 記 録 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う た め の 制
御 を 行 う 第 ２ の 読 み 出 し 制 御 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ９ の ス テ ッ プ S１ ３ の 処 理 ） と を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 を 適 用 し た ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ は 、 操 作 入 力 部 １ １ ， AVデ ー タ 入 力 部 １ ２ ， AVデ ー タ 出 力 部
１ ３ 、 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ ， UDF（ Universal Disk Format） 処 理 部 １ ５ 、 デ バ イ ス 制 御 部
１ ６ 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ ， HDD（ Hard Disk Drive） １ ８ 、 お よ び 通 信 部 １ ９ か ら 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 操 作 入 力 部 １ １ は 、 ユ ー ザ が ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に 対 し て 各 種 の コ マ ン ド を 入 力
す る 際 に 操 作 さ れ 、 ユ ー ザ の 操 作 に よ り 指 示 さ れ た 処 理 の 実 行 を 示 す 信 号 、 例 え ば 、 AVデ
ー タ の 受 信 に 関 す る 信 号 な ど を 、 AVデ ー タ 入 力 部 １ ２ に 供 給 す る 。 ま た 、 操 作 入 力 部 １ １
は 、 例 え ば 、 AVデ ー タ 入 力 部 １ ２ に よ り 受 信 （ 取 得 ） さ れ た AVデ ー タ の 記 録 開 始 や 記 録 終
了 を 示 す 信 号 、 HDD１ ８ が 内 蔵 す る ハ ー ド デ ィ ス ク （ HD） １ ８ Aに 既 に 記 録 さ れ た AVデ ー タ
の 再 生 開 始 や 再 生 終 了 を 示 す 信 号 な ど を 、 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 操 作 入 力 部 １ １ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 さ れ た デ ー タ の ダ ビ ン グ 、 つ
ま り 、 他 の 記 録 媒 体 （ 例 え ば 、 DVDな ど ） へ の コ ピ ー 処 理 に 関 す る 信 号 を 、 UDF処 理 部 １ ５
へ 供 給 す る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 AVデ ー タ 入 力 部 １ ２ は 、 例 え ば 、 テ レ ビ ジ ョ ン 番 組 放 送 等 の AVデ ー タ を 取 得 し 、 記 録 再
生 処 理 部 １ ４ へ 供 給 す る 。 AVデ ー タ 入 力 部 １ ２ は 、 例 え ば 、 チ ュ ー ナ や AVデ ー タ 入 出 力 端
子 な ど で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 AVデ ー タ 出 力 部 １ ３ は 、 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ か ら 供 給 さ れ た AVデ ー タ を 、 外 部 の 装 置 （
例 え ば 、 デ ィ ス プ レ イ や ス ピ ー カ 、 ま た は DVDレ コ ー ダ な ど ） に 対 し て 出 力 す る 。 AVデ ー
タ 出 力 部 １ ３ は 、 例 え ば 、 AVデ ー タ 出 力 端 子 な ど で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ は 、 操 作 入 力 部 １ １ か ら の 指 示 に 従 い 、 AVデ ー タ 入 力 部 １ ２ に よ り
取 得 さ れ た AVデ ー タ の 記 録 処 理 、 ま た は 、 HDD１ ８ に 記 録 さ れ た AVデ ー タ の 再 生 処 理 を 行
う 。 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ は 、 操 作 入 力 部 １ １ か ら 、 AVデ ー タ 入 力 部 １ ２ に よ り 取 得 さ れ た
AVデ ー タ の 記 録 開 始 を 要 求 さ れ る と 、 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 、 記 録 用 デ ー タ を 作 成
す る 。 即 ち 、 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ は 、 例 え ば 、 ビ デ オ モ ー ド （ Video Format） ま た は VRモ
ー ド （ Video Recording Format） の い ず れ か に 従 っ て 記 録 用 デ ー タ を 作 成 し 、 記 録 を 要 求
す る 情 報 と と も に 、 UDF処 理 部 １ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ は 、 操 作 入 力 部 １ １ か ら 、 再 生 処 理 の 開 始 を 要 求 さ れ る と 、
UDF処 理 部 １ ５ に 対 し て 、 再 生 を 要 求 さ れ た AVデ ー タ の 読 み 出 し を 要 求 す る 。 さ ら に 、 UDF
処 理 部 １ ５ は 、 そ の 要 求 に 応 じ て UDF処 理 部 １ ５ か ら 供 給 さ れ る AVデ ー タ を 読 み 出 し 、 AV
デ ー タ 出 力 部 １ ３ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 UDF処 理 部 １ ５ は 、 例 え ば 、 DVDで 採 用 さ れ て い る UDF（ Universal Disk Format） に 従 っ
て 、 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ か ら 供 給 さ れ た 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ に 要
求 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ か ら 、 再 生 を 行 う AVデ ー タ の 読 み 出 し を
要 求 さ れ た 場 合 、 UDFに 従 い 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ に 対 し て 、 再 生 を 行 う AVデ ー タ の 読 み
出 し を 要 求 し 、 そ の 要 求 に 応 じ て デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た AVデ ー タ を 、 記 録 再
生 処 理 部 １ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 操 作 入 力 部 １ １ か ら ダ ビ ン グ 処 理 の 開 始 を 要 求 さ れ た 場 合 、
デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ に 対 し て 、 ダ ビ ン グ の 対 象 と な る デ ー タ （ 以 下 、 ダ ビ ン グ デ ー タ と 称
す る ） の 読 み 出 し を 要 求 し 、 そ の 要 求 に 応 じ て デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た ダ ビ ン
グ デ ー タ を 、 通 信 部 １ ９ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ は 、 AVデ ー タ の 記 録 を 行 う 場 合 、 UDF処 理 部 １ ５ か ら 供 給 さ れ た 、
記 録 用 デ ー タ を 含 む UDF形 式 の デ ー タ を 、 例 え ば 、 DVDド ラ イ ブ に 対 す る ATAPI（ AT Attach
ment Packet Interface） コ マ ン ド の う ち の 、 記 録 を 要 求 す る 記 録 コ マ ン ド と と も に 、 デ
バ イ ス 制 御 部 １ ７ に 供 給 す る 。 ま た 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 記
録 さ れ た AVデ ー タ の 再 生 や 、 他 の 記 録 媒 体 へ の ダ ビ ン グ ま た は 移 動 を 行 う 場 合 、 つ ま り 、
ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 さ れ た AVデ ー タ の 読 み 出 し が 要 求 さ れ た 場 合 、 そ の AVデ ー タ
の 読 み 出 し を 要 求 す る 読 み 出 し コ マ ン ド （ ATAPIコ マ ン ド ） を デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ に 供 給
し 、 こ れ に よ り 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ を 介 し て ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aか ら AVデ ー タ を 読 み
出 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 つ ま り 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ を 介 し て HDD１ ８ を 制 御 す る こ と
に よ り 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aを DVDと し て 扱 う 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た 記 録 コ マ ン ド に 従 い 、 デ バ
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イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た 記 録 用 デ ー タ を 含 む UDF形 式 の デ ー タ の 記 録 を 、 HDD１ ８ に
対 し て 要 求 す る 。 即 ち 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ は 、 コ マ ン ド 変 換 部 １ ７ Aを 内 蔵 し て お り 、
そ の コ マ ン ド 変 換 部 １ ７ Aに て 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た ATAPIコ マ ン ド の 記 録
コ マ ン ド を 、 HDDに 対 す る ATA（ AT Attachment） コ マ ン ド の 記 録 コ マ ン ド に 変 換 し て 、 デ
バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た 記 録 用 デ ー タ を 含 む UDF形 式 の デ ー タ と と も に 、 HDD１ ８
に 供 給 す る 。 ま た 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た ATAPIコ
マ ン ド の 読 み 出 し コ マ ン ド を 、 上 記 と 同 様 に 、 コ マ ン ド 変 換 部 １ ７ Aに て 、 HDDに 対 す る AT
Aコ マ ン ド の 読 み 出 し コ マ ン ド に 変 換 し て 、 HDD１ ８ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ で の 、 コ マ ン ド 変 換 部 １ ７ Aに お い て 行 わ れ る コ マ ン ド 変 換 処 理 は 、 単 に 、 デ バ イ
ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た ATAPIコ マ ン ド の 代 わ り に 、 そ れ に 相 当 す る ATAコ マ ン ド を 発
行 す る だ け で は な く 、 DVDと ハ ー ド デ ィ ス ク と の 間 で の セ ク タ サ イ ズ の 違 い の 調 整 を 行 う
。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ATAコ マ ン ド お よ び ATAPIコ マ ン ド で は 、 セ ク タ 単 位 で デ ー タ を 扱 う が 、 DVDと ハ ー ド デ
ィ ス ク で は 、 セ ク タ の サ イ ズ が 異 な る 。 具 体 的 に は 、 DVDに お け る １ セ ク タ は 2048バ イ ト
で あ り 、 ハ ー ド デ ィ ス ク に お け る １ セ ク タ は 512バ イ ト で あ る 。 つ ま り 、 こ の サ イ ズ の 違
い を 調 整 し て コ マ ン ド を 発 行 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 詳 細 に つ い て は 、 後 述 す る が 、 ATA
コ マ ン ド と ATAPIコ マ ン ド で は 、 扱 え る セ ク タ 数 自 体 が 異 な る た め 、 扱 う （ 記 録 ま た は 読
み 出 す ） デ ー タ の サ イ ズ （ セ ク タ 数 ） に よ っ て は 、 同 じ コ マ ン ド を 複 数 発 行 す る 必 要 も あ
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 HDD１ ８ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aを 内 蔵 し て お り 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ か ら 供 給 さ れ た
コ マ ン ド （ ATAコ マ ン ド ） に 対 応 す る 処 理 を 実 行 す る 。 例 え ば 、 ATAコ マ ン ド で あ る 記 録 コ
マ ン ド に 従 い 、 そ の 記 録 コ マ ン ド と と も に 供 給 さ れ た デ ー タ を 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに
記 録 す る 。 こ の 場 合 、 HDD１ ８ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 に 、 1枚 の DVDと し て 扱 う 領 域 （
以 下 、 仮 想 DVD領 域 と 称 し 、 詳 細 に つ い て は 後 述 す る ） を 複 数 設 け 、 そ の 中 か ら 、 ユ ー ザ
に よ っ て 指 定 さ れ た 領 域 に 記 録 を 行 う 。 従 っ て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aは 、 複 数 枚 の 仮 想 D
VD（ 仮 想 的 な Ｄ Ｖ Ｄ ） と し て 扱 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 HDD１ ８ は 、 デ ー タ を 読 み 出 す 読 み 出 し コ マ ン ド に 従 い 、 ユ ー ザ に よ っ て 指 定 さ
れ た AVデ ー タ を 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aか ら 読 み 出 し 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ を 介 し て 、 デ
バ イ ス 制 御 部 １ ６ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 通 信 部 １ ９ は 、 UDF処 理 部 １ ５ か ら 供 給 さ れ た ダ ビ ン グ デ ー タ を 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し
て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ と 接 続 さ れ た 図 示 せ ぬ 外 部 装 置 （ 例 え ば 、 DVDレ コ ー ダ な
ど ） に 対 し て 送 信 す る こ と に よ り 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 の 記 録 構 造 の 例 に つ
い て 説 明 す る が 、 そ の 前 に 図 ２ を 参 照 し 、 上 記 の 仮 想 DVD領 域 に 記 録 さ れ る デ ー タ の 構 造
を 、 実 際 の DVDの 記 録 構 造 と 比 較 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ２ は 、 実 際 の DVDの 記 録 構 造 の 簡 単 な 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま ず 、 実 際 の DVDの 記 録 構 造 に つ い て 説 明 す る と 、 先 頭 （ 内 周 ） に リ ー ド イ ン 領 域 ３ １
が 配 置 さ れ 、 そ の 後 に 続 い て 、 管 理 情 報 領 域 ３ ２ 、 論 理 ボ リ ュ ー ム 領 域 ３ ３ 、 管 理 情 報 領
域 ３ ４ 、 さ ら に リ ー ド ア ウ ト 領 域 ３ ５ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 リ ー ド イ ン 領 域 ３ １ は 、 デ ィ ス ク の 認 識 の 際 に 読 み 込 ま れ る 領 域 で あ り 、 TOC（ Table O
f Contents） な ど の 情 報 を 含 ん で い る 。
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【 ０ ０ ６ ３ 】
　 管 理 情 報 領 域 ３ ２ お よ び 管 理 情 報 領 域 ３ ４ に は 、 UDFに 従 っ て デ ィ ス ク を 管 理 す る 情 報
が 設 定 さ れ る 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 論 理 ボ リ ュ ー ム 領 域 ３ ３ は 、 実 デ ー タ 、 つ ま り AVデ ー タ な ど が フ ァ イ ル 形 式 で 記 録 さ れ
る 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 リ ー ド ア ウ ト 領 域 ３ ５ は 、 DVD上 の 記 録 領 域 の 終 了 、 も し く は 、 セ ッ シ ョ ン の 終 了 を 示
す 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 仮 想 DVD領 域 に 記 録 さ れ る デ ー タ は 、 簡 単 に 言 え ば 、 図 ２ の DVDに お け る リ ー ド イ ン 領 域
３ １ お よ び リ ー ド ア ウ ト 領 域 ３ ５ を 省 い た 構 造 に な っ て い る 。 つ ま り 、 UDFに お け る 論 理
セ ク タ 番 号 ０ 乃 至 N（ Nは 、 記 録 媒 体 （ 例 え ば 、 DVD） 上 に 割 り 当 て ら れ た 論 理 セ ク タ 番 号
の 最 大 値 で あ り 、 記 録 媒 体 の 記 録 容 量 ま た は 、 記 録 さ れ た 情 報 （ 例 え ば 、 AVデ ー タ ） の サ
イ ズ に よ っ て 異 な る ） の 領 域 と 同 じ 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 明 細 書 で は 、 記 録 を 行 う 記 録 媒 体 に 、 そ の 記 録 媒 体 と 異 な る 記 録 フ ォ ー マ ッ ト の 他 の
記 録 媒 体 の 記 録 フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 記 録 さ れ た デ ー タ を デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ と 称 し
、 そ の デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ の 例 と し て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 に 割 り 当 て ら れ た 、 U
DFに お け る 論 理 セ ク タ 番 号 ０ 乃 至 Nの 領 域 に 記 録 さ れ た 一 連 の デ ー タ を デ ィ ス ク イ メ ー ジ
デ ー タ と し て 用 い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 と こ ろ で 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に お い て 、 例 え ば 、 AVデ ー タ の ハ ー ド デ ィ ス ク １
８ Aへ の 記 録 は 、 上 述 し た よ う に 、 DVDへ の 記 録 と 同 様 に 行 う 。 即 ち 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ
ー ダ １ は 、 HDD１ ８ を 仮 想 的 な DVDド ラ イ ブ と し て 扱 い 、 UDFに 従 っ て AVデ ー タ を 、 ハ ー ド
デ ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 す る 。 こ の 場 合 の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 の 記 録 構 造 の 例 に つ い て 以
下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ３ は 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 の 領 域 の 構 成 例 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ３ に 示 す ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aで は 、 先 頭 に ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 の 領 域 に 関 す る 管
理 情 報 が 配 置 さ れ 、 そ の 管 理 情 報 に 続 い て 、 所 定 の サ イ ズ （ 例 え ば 、 4.7GB） ご と に 区 分
け さ れ た 領 域 （ 仮 想 DVD領 域 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aの 先 頭 に 位 置 す る １ セ ク タ （ 512バ イ ト ） の 領 域 に は 、 そ の 領 域 の
後 に 続 く 、 AVデ ー タ 等 を 記 録 す る 記 録 領 域 に 関 す る 管 理 情 報 が 設 定 さ れ る 。 こ の 管 理 情 報
は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 に 存 在 す る 仮 想 DVD領 域 の 個 数 を 示 す 領 域 （ ２ バ イ ト ） と 、 そ
れ ぞ れ の 仮 想 DVD領 域 の 開 始 ア ド レ ス を 示 す 領 域 （ ８ バ イ ト ） で 構 成 さ れ る 。 仮 想 DVD領 域
の 開 始 ア ド レ ス を 示 す 領 域 は 、 仮 想 DVD領 域 の 個 数 に 対 応 し て 存 在 す る 。 図 ３ に お い て は
、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 に ４ つ の 仮 想 DVD領 域 が 設 け ら れ て お り 、 管 理 情 報 に は 、 ４ つ の
開 始 ア ド レ ス を 示 す 領 域 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 各 仮 想 DVD領 域 に は 、 上 述 し た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ 、 つ ま り 、 UDFに 従 っ て 構 成 さ れ
た デ ー タ が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の よ う に 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Ａ 上 の 領 域 を 、 所 定 の サ イ ズ で 区 分 け し 、 区 分 け 後 の
領 域 そ れ ぞ れ を 、 1枚 の Ｄ Ｖ Ｄ と み な し て 、 １ つ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Ａ を 複 数 の DVDと し
て 扱 う こ と が で き る 。 ま た 、 図 ３ の 例 で は 、 例 え ば 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Ａ 上 の 領 域 を 、
1枚 の DVDに 相 当 す る サ イ ズ で 区 切 り 、 区 切 ら れ た そ れ ぞ れ の 領 域 を 、 ユ ー ザ の 用 途 に 合 わ
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せ て 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 AVデ ー タ を 、 ジ ャ ン ル 別 に 分 け て 、 異 な る 領 域 に 記
録 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ４ は 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 の 領 域 の 他 の 構 成
例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ４ に 示 す ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aも 図 ３ と 同 様 に 、 先 頭 に ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 の 領 域
に 関 す る 管 理 情 報 を 配 置 し 、 そ の 管 理 情 報 に 続 い て 、 仮 想 DVD領 域 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aの 先 頭 に 位 置 す る １ セ ク タ （ 512バ イ ト ） の 領 域 に は 、 図 ３ の 例 と
同 様 に 、 そ の 領 域 の 後 に 続 く 、 AVデ ー タ 等 を 記 録 す る 記 録 領 域 に 関 す る 管 理 情 報 が 設 定 さ
れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ４ に お い て は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 に ５ つ の 仮 想 DVD領 域 が 設 け ら れ て お り 、 管 理
情 報 に は 、 ５ つ の 開 始 ア ド レ ス を 示 す 領 域 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ４ の 例 で は 、 各 仮 想 DVD領 域 は 、 所 定 の サ イ ズ で 予 め 区 分 け さ れ る の で は な く 、 デ ー
タ の 記 録 に 伴 い 、 記 録 し た デ ー タ の サ イ ズ に 依 存 し て 、 順 次 作 成 さ れ る 。 つ ま り 、 図 ３ に
お け る 各 仮 想 DVD領 域 に お い て 使 用 さ れ て い な い 領 域 を 詰 め た 形 で 記 録 が 行 わ れ て い く こ
と に な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 各 仮 想 DVD領 域 に は 、 図 ３ と 同 様 に 、 上 述 し た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の よ う に 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Ａ 上 の 領 域 を 、 記 録 し た デ ー タ ご と に 区 切 る り 、 区 分
け 後 の 領 域 そ れ ぞ れ を １ 枚 の Ｄ Ｖ Ｄ と み な し て 、 １ つ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Ａ を 複 数 の DV
Dと し て 扱 う こ と が で き る 。 ま た 、 図 ３ の 例 と は 異 な り 未 使 用 （ 使 用 さ れ て い な い ） 領 域
を 作 ら な い の で 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Ａ 上 の 領 域 を よ り 効 果 的 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Ａ 上 の 記 録 領 域 を 区 分 け す る こ と で 、 HDD１ ８ に 複
数 の DVDが 格 納 さ れ て い る か の よ う に 、 情 報 （ AVデ ー タ 等 ） を 記 録 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 特 に 最 近 の ハ ー ド デ ィ ス ク は 大 容 量 化 が 進 ん で お り 、 図 ３ の ４ つ や 図 ４ の ５ つ よ り も
多 く の 仮 想 DVD領 域 を 設 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た よ う な 記 録 を 行 う に は 、 記 録 媒 体 で あ る ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aと DVD
と の 違 い に 伴 う 記 録 フ ォ ー マ ッ ト の 違 い に 対 処 す る 必 要 が あ る た め 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ
ー ダ １ で は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Ａ に 記 録 す る 情 報 の 記 録 フ ォ ー マ ッ ト を DVDに お け る 記
録 フ ォ ー マ ッ ト に 合 わ せ る 、 つ ま り UDFに 従 っ て 記 録 を 行 っ て い る 。 し か し な が ら 、 そ れ
以 外 に も 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aと DVDと の 間 で は 、 そ れ ら を 扱 う デ バ イ ス （ ド ラ イ ブ ） が
異 な る た め 、 デ バ イ ス の 違 い か ら 生 じ る 制 御 方 法 の 違 い 、 つ ま り は 、 使 用 す る コ マ ン ド の
違 い を 吸 収 す る 必 要 が あ る 。 そ こ で 、 上 述 し た よ う に 、 DVDド ラ イ ブ に て 用 い ら れ る ATAPI
コ マ ン ド を 、 HDDで 用 い ら れ る ATAコ マ ン ド に 変 換 す る 処 理 が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ こ で 、 ATAPIコ マ ン ド の ATAコ マ ン ド へ の 変 換 の 具 体 例 を 、 図 ５ 乃 至 図 ７ を 参 照 し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ５ は 、 再 生 ま た は ダ ビ ン グ な ど の 処 理 に お い て 、 DVDま た は ハ ー ド デ ィ ス ク に 記 録 さ
れ た デ ー タ を 読 み 出 す の に 使 用 さ れ る 読 み 出 し コ マ ン ド に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ５ の 左 の READ(10)コ マ ン ド は 、 DVDか ら デ ー タ を 読 み 出 す 場 合 に 使 用 さ れ る ATAPIコ マ
ン ド で あ り 、 図 ５ の 右 の READ DMAコ マ ン ド は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク か ら デ ー タ を 読 み 出 す 場 合
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に 使 用 さ れ る ATAコ マ ン ド で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま ず 、 図 ５ の 左 の READ(10)コ マ ン ド に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 Operation Codeは 、 コ マ ン ド 種 別 を 示 し 、 ATAPIコ マ ン ド が READ(10)コ マ ン ド の 場 合 、 0
x28に 設 定 さ れ る 。 0xに 続 く 数 値 は 、 16進 数 の 値 で あ る こ と を 示 し て お り 、 以 下 、 同 様 で
あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 LUN（ Logical Unit Number） は 、 物 理 的 も し く は 仮 想 的 な 周 辺 機 器 の 論 理 ア ド レ ス を 示
す 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 DPO（ Disable Page Out） は 、 未 使 用 で あ り 、 DPO領 域 に は 、 ０ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 FUA（ Force Unit Access） は 、 論 理 ユ ニ ッ ト が 、 READ(10)コ マ ン ド に よ り ア ク セ ス す る
ア ク セ ス 先 を 示 す 。 例 え ば 、 FUAが １ の 場 合 、 論 理 ユ ニ ッ ト は 、 READ(10)コ マ ン ド を 実 行
す る こ と で 記 録 媒 体 （ 例 え ば 、 DVD） に ア ク セ ス す る こ と を 示 し 、 ０ の 場 合 に は 、 キ ャ シ
ュ メ モ リ に ア ク セ ス す る こ と を 示 す 。 こ こ で の 論 理 ユ ニ ッ ト と は 、 物 理 的 も し く は 仮 想 的
な 周 辺 機 器 の こ と を 指 し て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 RelAdr（ Relative Address） は 、 未 使 用 で あ り 、 RelAdr領 域 に は 、 ０ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 Logical Block Addressは 、 読 み 出 し 開 始 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 Transfer Lengthは 、 読 み 出 す デ ー タ の サ イ ズ を 示 す 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 Vendor Specificは 、 各 ベ ン ダ ー の 仕 様 に 合 わ せ た 目 的 で 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 NACAは 、 Normal ACAを サ ポ ー ト し て い る か 否 か を 示 す 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 Flagは 、 関 連 付 け が 行 わ れ て い る コ マ ン ド 同 士 の 間 に 、 割 り 込 み を 行 う 場 合 に 使 用 さ れ
る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 Linkは 、 コ マ ン ド 発 行 部 が 、 直 前 に 発 行 し た コ マ ン ド の 正 常 終 了 に 従 い 、 次 の コ マ ン ド
に 対 す る 自 動 的 な 関 連 付 け を 要 求 し て い る か 否 か を 示 す 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 Reservedは 、 全 て の ビ ッ ト に ０ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 PADは 、 全 て の ビ ッ ト に ０ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 次 に 、 図 ５ の 右 に 示 す READ DMAコ マ ン ド に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 Featuresは 、 READ DMAコ マ ン ド に お い て 未 使 用 で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 Sector Countは 、 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う セ ク タ サ イ ズ を 示 し て お り 、 こ こ で の １ セ ク
タ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク に お け る １ セ ク タ で あ る 512バ イ ト で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 LBA （ 7:0） ， LBA（ 15:8） ， LBA（ 23:16） お よ び LBA（ 27:24） （ Logical Block Addres
s） は 、 デ ー タ の 読 み 出 し 開 始 位 置 を 表 し て お り 、 LBA（ 7:0） は 、 デ ー タ の 読 み 出 し 開 始
位 置 を 示 す 値 の ０ 乃 至 ７ ビ ッ ト 目 の 値 、 LBA（ 15:8） は 、 デ ー タ の 読 み 出 し 開 始 位 置 を 示
す 値 の ８ 乃 至 １ ５ ビ ッ ト 目 の 値 、 LBA（ 23:16） は 、 デ ー タ の 読 み 出 し 開 始 位 置 を 示 す 値 の
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１ ６ 乃 至 ２ ３ ビ ッ ト 目 の 値 、 LBA（ 27:24） は 、 デ ー タ の 読 み 出 し 開 始 位 置 を 示 す 値 の ２ ４
乃 至 ２ ８ ビ ッ ト 目 の 値 を 、 そ れ ぞ れ 示 す 。 な お 、 ０ ビ ッ ト （ 目 ） が LSB（ Least Significa
nt Bit） で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 obsは 、 そ の 領 域 が 未 使 用 領 域 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 LBA（ Logical Block Address） は 、 LBAア ド レ ス を 指 定 す る か 否 か を 示 し 、 LBAア ド レ ス
を 指 定 す る 場 合 、 １ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 DEVは 、 指 定 す る デ バ イ ス を 示 す 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 Command Codeは 、 コ マ ン ド の 種 別 を 示 し 、 ATAコ マ ン ド が READ DMAコ マ ン ド の 場 合 、 0xC
8が 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 図 ５ に 示 す ２ つ の READ(10)コ マ ン ド と READ DMAコ マ ン ド と の 間 の 具 体 的 な 変 換
処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 上 述 し た ２ つ の コ マ ン ド 、 つ ま り READ(10)コ マ ン ド と READ DMAコ マ ン ド で は 、 そ れ ぞ れ
、 DVDと ハ ー ド デ ィ ス ク か ら デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う 際 、 読 み 出 し を 行 う デ ー タ の サ イ ズ
を 、 セ ク タ サ イ ズ を 用 い て 指 定 す る 。 し か し な が ら 、 上 述 し た よ う に 、 DVDと ハ ー ド デ ィ
ス ク と で は 、 １ セ ク タ の サ イ ズ （ バ イ ト 数 ） が 異 な る 。 そ こ で 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ
コ ー ダ １ で は 、 そ の サ イ ズ の 違 い が 調 整 さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 即 ち 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に お い て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aへ の 記 録 が 行 わ れ る
場 合 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ は 、 ATAPIコ マ ン ド で あ る READ(10)コ マ ン ド を 、 デ バ イ ス 制 御
部 １ ７ に 供 給 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ は 、 コ マ ン ド 変 換 部 １ ７ Aに て 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ
た READ(10)コ マ ン ド を READ DMAコ マ ン ド に 変 換 す る 。 つ ま り 、 コ マ ン ド 変 換 部 １ ７ Aは 、 R
EAD(10)コ マ ン ド の パ ラ メ ー タ を 、 READ DMAコ マ ン ド の パ ラ メ ー タ に 変 換 し て 設 定 す る 処
理 を 行 う 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 ま ず 、 ATAPIコ マ ン ド の Operation Codeを 参 照 し て 、 そ れ に 対 応 す る ATAコ
マ ン ド の Command Codeを 設 定 す る 。 図 ５ の 例 に お い て は 、 図 ５ の 左 の READ(10)コ マ ン ド に
お け る 0x28（ Operation Code） が 、 図 ５ の 右 の READ DMAコ マ ン ド に お け る 0xC8（ Command 
Code） に 変 換 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ま た 、 READ(10)コ マ ン ド の Logical Block Addressは 、 READ DMAコ マ ン ド の  LBA （ 7:0
） ， LBA（ 15:8） ， LBA（ 23:16） お よ び LBA（ 27:24） に 対 応 し て お り 、 READ(10)コ マ ン ド
の Logical Block Addressの 値 が 、 READ DMAコ マ ン ド の  LBA （ 7:0） ， LBA（ 15:8） ， LBA
（ 23:16） お よ び LBA（ 27:24） に 設 定 さ れ る 。 た だ し 、 READ(10)コ マ ン ド の Logical Block
 Address領 域 の サ イ ズ は ３ ２ ビ ッ ト で あ る の に 対 し て 、 READ DMAコ マ ン ド の  LBA （ 7:0）
， LBA（ 15:8） ， LBA（ 23:16） お よ び LBA（ 27:24） そ れ ぞ れ の 領 域 を 合 わ せ た サ イ ズ は ２
８ ビ ッ ト で あ る た め 、 READ(10)コ マ ン ド の Logical Block Addressの 下 位 ２ ８ ビ ッ ト が 、 R
EAD DMAコ マ ン ド の  LBA （ 7:0） ， LBA（ 15:8） ， LBA（ 23:16） お よ び LBA（ 27:24） の そ れ
ぞ れ 対 応 す る 位 置 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ま た 、 READ(10)コ マ ン ド の Transfer Lengthは 、 READ DMAコ マ ン ド の Sector Countに 対
応 す る 。 し か し な が ら 、 READ(10)コ マ ン ド の Transfer Length領 域 の サ イ ズ は １ ６ ビ ッ ト
で あ る の に 対 し て 、 READ DMAコ マ ン ド の Sector Count領 域 は ８ ビ ッ ト で あ り 、 指 定 す る こ
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と が で き る 値 （ サ イ ズ ） の 範 囲 （ 最 大 値 ） が 異 な る 。 さ ら に 、 DVDと ハ ー ド デ ィ ス ク で の
１ セ ク タ あ た り の バ イ ト 数 （ DVDの １ セ ク タ ： 2048バ イ ト 、 ハ ー ド デ ィ ス ク の １ セ ク タ ： 5
12バ イ ト ） の 差 分 を 考 慮 す る と 、 １ つ の READ DMAコ マ ン ド で は 、 READ(10)の Transfer Len
gthの 値 が ６ ４ 以 下 ま で し か 対 応 で き な い 。 つ ま り 、 READ(10)コ マ ン ド の Transfer Length
に て 指 定 さ れ た 値 （ サ イ ズ ） が 示 す セ ク タ サ イ ズ が ６ ５ （ セ ク タ ） 以 上 の 場 合 、 複 数 の RE
AD DMAコ マ ン ド を 発 行 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 例 え ば 、 コ マ ン ド 変 換 部 １ ７ Aは 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 、 Transfer Lengthの 値 が 12
8セ ク タ を 示 す READ(10)コ マ ン ド が 供 給 さ れ た 場 合 、 Sector Count の 値 が 0x00（ READ DMA
コ マ ン ド の Sector Countに お い て 、 0x01乃 至 0xFFは １ 乃 至 255を そ れ ぞ れ 示 し 、 0x00は 256
を 示 す ） の READ DMAコ マ ン ド を HDD１ ８ に 対 し て ２ 回 発 行 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 図 ６ は 、 DVDま た は ハ ー ド デ ィ ス ク に デ ー タ の 記 録 を 行 う 場 合 に 使 用 さ れ る 記 録 コ マ ン
ド に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 図 ６ の 左 の WRITE(10)コ マ ン ド は 、 DVDに 書 き 込 み を 行 う 場 合 に 使 用 さ れ る ATAPIコ マ ン
ド で あ り 、 図 ６ の 右 の WRITE DMAコ マ ン ド は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク に 書 き 込 み を 行 う 場 合 に 使
用 さ れ る ATAコ マ ン ド で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ま ず 、 図 ６ の 左 の WRITE(10)コ マ ン ド に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 Command Codeは 、 コ マ ン ド 種 別 を 示 し 、 ATAPIコ マ ン ド が WRITE(10)コ マ ン ド の 場 合 、 0x
28に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 LUN（ Logical Unit Number） は 、 物 理 的 も し く は 仮 想 的 な 周 辺 機 器 の 論 理 ア ド レ ス を 示
す 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 DPO（ Disable Page Out） は 、 未 使 用 で あ り 、 DPO領 域 に は 、 ０ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 FUA（ Force Unit Access） は 、 論 理 ユ ニ ッ ト が WRITE(10)コ マ ン ド に よ り ア ク セ ス す る
ア ク セ ス 先 を 示 す 。 例 え ば 、 FUAが １ の 場 合 、 論 理 ユ ニ ッ ト は 、 WRITE(10)コ マ ン ド を 実 行
す る こ と で 記 録 媒 体 （ 例 え ば 、 DVD） に ア ク セ ス す る こ と を 示 し 、 ０ の 場 合 に は 、 キ ャ シ
ュ メ モ リ に ア ク セ ス す る こ と を 示 す 。 こ こ で の 論 理 ユ ニ ッ ト と は 、 物 理 的 も し く は 仮 想 的
な 周 辺 機 器 の こ と を 指 し て い る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 EBP（ Erase By-pass） は 、 未 使 用 で あ り 、 EBP領 域 に は 、 ０ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 RelAdr（ Relative Address） は 、 未 使 用 で あ り 、 RelAdr領 域 に は 、 ０ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 Logical Block Addressは 、 読 み 出 し 開 始 位 置 を 示 す 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 Transfer Lengthは 、 読 み 出 す デ ー タ の サ イ ズ を 示 す 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 Reservedは 、 全 て の ビ ッ ト に ０ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 WRITE(10)コ マ ン ド の １ ０ 乃 至 １ ２ バ イ ト 目 に 含 ま れ る Vendor Specific， NACA， Flag，
 Link、 お よ び PADの そ れ ぞ れ は 、 図 ５ に 示 す READ(10)コ マ ン ド の １ ０ 乃 至 １ ２ バ イ ト 目 の
そ れ ぞ れ と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 次 に 、 図 ６ の 右 に 示 す WRITE DMAコ マ ン ド に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ １ ３ ０ 】
　 Featuresは 、 WRITE DMAコ マ ン ド に お い て 未 使 用 で あ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 Sector Countは 、 デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う セ ク タ サ イ ズ を 示 し て お り 、 こ こ で の １ セ ク
タ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク に お け る １ セ ク タ で あ る 512バ イ ト で あ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 LBA （ 7:0） ， LBA（ 15:8） ， LBA（ 23:16） お よ び LBA（ 27:24） （ Logical Block Addres
s） は 、 デ ー タ の 書 き 込 み 開 始 位 置 を 表 し て お り 、 LBA（ 7:0） は 、 デ ー タ の 書 き 込 み 開 始
位 置 を 示 す 値 の ０ 乃 至 ７ ビ ッ ト 目 の 値 、 LBA（ 15:8） は 、 デ ー タ の 書 き 込 み 開 始 位 置 を 示
す 値 の ８ 乃 至 １ ５ ビ ッ ト 目 の 値 、 LBA（ 23:16） は 、 デ ー タ の 書 き 込 み 開 始 位 置 を 示 す 値 の
１ ６ 乃 至 ２ ３ ビ ッ ト 目 の 値 、 LBA（ 27:24） は 、 デ ー タ の 書 き 込 み 開 始 位 置 を 示 す 値 の ２ ４
乃 至 ２ ８ ビ ッ ト 目 の 値 を 、 そ れ ぞ れ 示 す 。 な お 、 ０ ビ ッ ト （ 目 ） が LSB（ Least Significa
nt Bit） で あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 obsは 、 そ の 領 域 が 未 使 用 領 域 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 LBA（ Logical Block Address） は 、 LBAア ド レ ス を 指 定 す る か 否 か を 示 し 、 LBAア ド レ ス
を 指 定 す る 場 合 、 １ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 DEVは 、 指 定 さ れ た デ バ イ ス を 示 す 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 Command Codeは 、 コ マ ン ド の 種 別 を 示 し 、 ATAコ マ ン ド が WRITE DMAコ マ ン ド の 場 合 、 0x
CAが 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 図 ６ に 示 す ２ つ の WRITE(10)コ マ ン ド と WRITE DMAコ マ ン ド と の 間 の 変 換 処 理 に つ い て は
、 コ マ ン ド 種 別 を 示 す 値 （ Operation Code（ ATAPIコ マ ン ド ） お よ び Command Code（ ATAコ
マ ン ド ） ） が 異 な る だ け で 、 そ の 他 の 変 換 処 理 に つ い て は 同 様 な の で 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 ま た 、 図 ５ の READ(10)コ マ ン ド や 、 図 ６ の WRITE(10)コ マ ン ド と は 異 な り 、 ATAコ マ ン ド
で は 対 応 し て い な い （ 対 応 す る ATAコ マ ン ド が 存 在 し な い ） ATAPIコ マ ン ド が あ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 図 ７ は 、 そ の よ う な ATAPIコ マ ン ド で あ る SEND OPC INFORMATIONコ マ ン ド に つ い て 説 明
し て い る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 SEND OPC INFORMATIONコ マ ン ド は 、 論 理 ユ ニ ッ ト に 対 し て 、 現 在 、 論 理 ユ ニ ッ ト に セ ッ
ト さ れ て い る 記 録 媒 体 （ 例 え ば 、 DVD） に 対 応 す る 、 レ ン ズ の 倍 率 校 正 （ OPC： Optimum Po
wer Calibration） 値 を 指 定 す る 場 合 に 用 い ら れ る コ マ ン ド で あ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 Operation Codeは 、 コ マ ン ド 種 別 を 示 し 、 ATAPIコ マ ン ド が SEND OPC INFORMATIONコ マ
ン ド の 場 合 、 0x54が 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 DoOpcは 、 OPCの 値 を 変 更 す る か 否 か を 示 す 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 Parameter List Lengthは 、 SEND OPC INFORMATIONコ マ ン ド の 後 に 転 送 さ れ る 、 OPCの 値
に 関 す る パ ラ メ ー タ の バ イ ト サ イ ズ を 示 す 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 Reservedは 、 全 て の ビ ッ ト に ０ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 SEND OPC INFORMATIONコ マ ン ド の １ ０ 乃 至 １ ２ バ イ ト 目 に 含 ま れ る Vendor Specific， N
ACA， Flag，  Link、 お よ び PADの そ れ ぞ れ は 、 図 ５ に 示 す READ(10)コ マ ン ド の １ ０ 乃 至 １
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２ バ イ ト 目 の そ れ ぞ れ と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 SEND OPC INFORMATIONコ マ ン ド の よ う に 、 対 応 す る ATAコ マ ン ド が 存 在 し な い ATAPIコ マ
ン ド に 関 し て は 、 コ マ ン ド 変 換 部 １ ７ Aは 、 何 も 処 理 を 行 わ ず 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ に 対
し て 完 了 通 知 を 返 す 処 理 の み を 行 う 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 次 に 、 図 ８ お よ び 図 ９ を 参 照 し て 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ の 記 録 処 理 と 、 ハ
ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ た 外 部 装 置 に 対 し て 行 う 、 ハ ー
ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に 記 録 さ れ た デ ー タ の ダ ビ ン グ 処 理 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 図 ８ は 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に お け る 記 録 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ S１ に お い て 、 AVデ ー タ 入 力 部 １ ２ は 、 AVデ ー タ を 取 得 し 、 記 録 再 生 処 理 部 １
４ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ S２ に お い て 、 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ は 、 AVデ ー タ 入 力 部 １ ２ か ら 供 給 さ れ た AV
デ ー タ を も と に 、 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 、 記 録 用 デ ー タ を 作 成 す る 。 つ ま り 、 ビ デ
オ モ ー ド （ Video Format） ま た は VRモ ー ド （ Video Recording Format） の い ず れ か に 従 っ
て 記 録 用 デ ー タ を 作 成 し 、 記 録 を 要 求 す る 情 報 と と も に 、 UDF処 理 部 １ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ S３ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 UDFに 従 っ て 、 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ か ら 供 給
さ れ た 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ に 対 し て 要 求 す る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ S４ に お い て 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ は 、 UDF処 理 部 １ ５ か ら の 、 記 録 用 デ ー タ の
記 録 の 要 求 に 従 い 、 UDF処 理 部 １ ５ か ら 供 給 さ れ た 記 録 用 デ ー タ を 含 む UDF形 式 の デ ー タ を
、 記 録 コ マ ン ド と と も に 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ に 対 し て 供 給 す る 。 こ こ で の 記 録 コ マ ン ド
と は 、 例 え ば 、 上 述 し た ATAPIコ マ ン ド の WRITE(10)コ マ ン ド で あ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ S５ に お い て 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た 記
録 コ マ ン ド で あ る ATAPIコ マ ン ド の WRITE(10)コ マ ン ド を 、 ATAコ マ ン ド の WRITE DMAコ マ ン
ド に 変 換 し 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た 、 記 録 用 デ ー タ を 含 む UDF形 式 の デ ー タ
と と も に 、 HDD１ ８ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ S６ に お い て 、 HDD１ ８ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ か ら 、 記 録 コ マ ン ド と と も に 供
給 さ れ た 記 録 用 デ ー タ を 含 む UDF形 式 の デ ー タ を 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 す る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 、 UDFに 従 っ て 、 情 報 （ 例 え ば 、 AVデ ー タ ） を 記 録 す る こ と で 、 １ つ の HDD１
８ を 、 複 数 の DVDが 装 着 さ れ た DVDレ コ ー ダ と し て 扱 う こ と が で き 、 １ 枚 の DVDし か 装 着 で
き な い DVDレ コ ー ダ を 使 用 し た 場 合 の よ う に 、 DVDを 交 換 す る 手 間 を 省 く こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 多 く の テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 番 組 の AVデ ー タ を 、 HDD１ ８ に 記 録 し て お き 、
真 に 保 存 し て お き た い AVデ ー タ の み を DVDに 、 容 易 に ダ ビ ン グ す る こ と が で き 、 こ の 場 合
、 DVDの 有 効 利 用 に 役 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 ま た 、 ア ク セ ス 速 度 に 関 し て も 、 一 般 的 に 、 DVDへ の ア ク セ ス に 比 べ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク
へ の ア ク セ ス 速 度 の ほ う が 速 い の で 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに AVデ ー タ を 記 録 す る こ と に
よ り 、 そ の AVデ ー タ の 変 速 再 生 や 編 集 に お い て 利 用 し や す く な る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 図 ９ は 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に お け る ダ ビ ン グ 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ
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ー ト で あ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 こ こ で の 説 明 で は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ た 外 部
装 置 に 対 し て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 さ れ た デ ィ ス ク
イ メ ー ジ デ ー タ （ AVデ ー タ を 含 む ） を ダ ビ ン グ （ 送 信 ） す る 場 合 に つ い て 記 述 す る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 さ れ た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を 、 DVDに
ダ ビ ン グ す る も の と す る 。 従 っ て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に 接 続 さ れ る 装 置 は 、 こ こ
で は 、 DVDに 対 す る 記 録 を 行 う DVDレ コ ー ダ で あ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 ス テ ッ プ S１ １ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 ダ ビ ン グ デ ー タ の 読 み 出 し を 、 UDFに 従 っ
て 要 求 す る 。 つ ま り 、 ユ ー ザ の 操 作 に よ り 指 定 さ れ た 仮 想 DVD領 域 に 記 録 さ れ て い る デ ィ
ス ク イ メ ー ジ デ ー タ （ 仮 想 DVD領 域 に 記 録 さ れ て い る 、 管 理 情 報 を 含 ん だ 全 て の デ ー タ ）
の 読 み 出 し を 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ に 対 し て 要 求 す る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 ス テ ッ プ S１ ２ に お い て 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ は 、 UDF処 理 部 １ ５ か ら の 、 デ ィ ス ク イ メ
ー ジ デ ー タ の 読 み 出 し の 要 求 に 従 い 、 読 み 出 し コ マ ン ド を デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ に 供 給 す る
。 こ こ で の 読 み 出 し コ マ ン ド と は 、 例 え ば 、 上 述 し た ATAPIコ マ ン ド の READ(10)コ マ ン ド
で あ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 ス テ ッ プ S１ ３ に お い て 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た
読 み 出 し コ マ ン ド で あ る ATAPIコ マ ン ド の READ(10)コ マ ン ド を 、 ATAコ マ ン ド の READ DMAコ
マ ン ド に 変 換 し 、 HDD１ ８ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ S１ ４ に お い て 、 HDD１ ８ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ か ら 供 給 さ れ た 読 み 出 し コ マ
ン ド に 従 い 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aか ら デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を 読 み 出 し 、 デ バ イ ス 制
御 部 １ ７ に 供 給 す る 。 こ こ で 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ に 供 給 さ れ た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ
は 、 さ ら に デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ を 介 し て UDF処 理 部 １ ５ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ S１ ５ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た デ ィ ス
ク イ メ ー ジ デ ー タ を 、 通 信 部 １ ９ に 供 給 す る 。 通 信 部 １ ９ は 、 UDF処 理 部 １ ５ か ら 供 給 さ
れ た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 ダ ビ ン グ 先 と な る 外 部 装 置 で あ
る DVDレ コ ー ダ へ 送 信 す る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 即 ち 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 さ れ た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を 、 DVDに ダ ビ ン グ す
る 際 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ で は 、 DVDに ダ ビ ン グ し た い デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を
、 DVDに 記 録 さ れ た 状 態 、 つ ま り 、 UDF形 式 の デ ー タ 構 造 の ま ま 、 DVDレ コ ー ダ に 供 給 す る
こ と が で き る の で 、 従 来 行 わ れ て い た 、 記 録 フ ォ ー マ ッ ト の 変 換 な ど の 処 理 を 省 く こ と が
で き る 。 そ し て 、 DVDレ コ ー ダ で は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ か ら 供 給 さ れ た デ ー タ を
そ の ま ま 、 DVDの 記 録 領 域 の 先 頭 か ら 書 き 込 ん で 行 け ば よ い こ と に な り 、 ダ ビ ン グ 処 理 を
、 ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 ま た 、 HDDで は 、 高 速 な デ ー タ の 読 み 出 し が 可 能 で あ り 、 読 み 出 し た 、 異 な る デ ー タ を
並 列 （ 同 時 ） に 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 複 数 の 異 な る 外 部 装 置 に 供 給 す る こ と が で き る の
で 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 複 数 の 、 UDFを 認 識 す る こ と が で き る 外 部 装 置 が 接 続 さ れ て い
れ ば 、 各 外 部 装 置 に 対 し て そ れ ぞ れ 異 な る デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ （ AVデ ー タ を 含 む ） を
同 時 に 供 給 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ を 、 ホ ー ム サ ー
バ と し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ で は 、 デ ー タ を ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Ａ に 記 録
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す る の で 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ の 長 所 で あ る 「 大 容 量 記 録 」 を 実 現 す る こ と が で き る
。 さ ら に 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ で は 、 デ ー タ を 、 Ｄ Ｖ Ｄ の 記 録 フ ォ ー マ ッ ト 用 い て
ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Ａ に 記 録 す る こ と で 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Ａ か ら の Ｄ Ｖ Ｄ へ の ダ ビ ン
グ 処 理 の 容 易 化 を 図 る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 DVDレ コ ー ダ の 長 所 で あ る 「 配 布 の 容 易 さ
」 も 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 と こ ろ で 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に お い て 、 再 生 処 理 ま た は ダ ビ ン グ 処 理 を
行 う 場 合 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 配 置 さ れ た 各 仮 想 DVD領 域 か ら 、 例 え ば 、 AVデ ー タ を 読
み 出 す が 、 そ の 場 合 、 正 常 に デ ー タ を 読 み 出 す に は 、 有 効 デ ー タ の 終 端 、 つ ま り デ ィ ス ク
イ メ ー ジ デ ー タ の 終 端 を 検 出 す る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 上 述 し た よ う に 、 ハ ー ド デ
ィ ス ク １ ８ Aに 配 置 さ れ て い る 各 仮 想 DVD領 域 に は 、 実 際 の DVDの 記 録 構 造 に は 存 在 す る 、
リ ー ド イ ン 領 域 お よ び リ ー ド ア ウ ト 領 域 が 存 在 し な い 。 そ の た め 、 別 の 情 報 を 使 用 し て 各
デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ の 終 端 を 検 出 す る 必 要 が あ り 、 そ の 処 理 に つ い て 、 図 １ ０ お よ び
図 １ １ を 用 い て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 図 １ ０ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 に 配 置 さ れ る 仮 想 DVD領 域 の 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 図 １ ０ の 管 理 情 報 領 域 Aは 、 図 ２ の 管 理 情 報 領 域 ３ ２ に 該 当 し 、 図 １ ０ の Partitionは 、
図 ２ の 論 理 ボ リ ュ ー ム 領 域 ３ ３ に 該 当 す る 。 さ ら に 、 図 １ ０ の 管 理 情 報 領 域 Bは 、 図 ２ の
管 理 情 報 領 域 ３ ４ に 該 当 す る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 管 理 情 報 領 域 A内 に 存 在 す る PD（ Partition Descriptor） は 、 Partitionに 関 す る 情 報 を
含 ん で い る 。 例 え ば 、 PDは 、 Partitionの 開 始 ア ド レ ス （ 先 頭 の 論 理 セ ク タ 番 号 ） や Parti
tionの サ イ ズ を 示 す 情 報 を 含 ん で い る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 な お 、 PDは 、 2048バ イ ト の 領 域 に 設 定 さ れ る 情 報 で あ り 、 そ の 領 域 は 、 各 仮 想 DVD領 域
の 開 始 ア ド レ ス （ 論 理 セ ク タ 番 号  =０ ） を 基 点 に し て 、 69632バ イ ト 目 に 位 置 す る 。 こ の
位 置 は 、 UDFに お け る 論 理 セ ク タ 番 号 で 示 し た 場 合 、 UDFに お い て は 、 １ セ ク タ あ た り 2048
バ イ ト で あ る の で 、 34（ ＝ 69632/2048） （ 0x22） セ ク タ 目 に な る 。 ま た 、 ハ ー ド デ ィ ス ク
に お け る 論 理 セ ク タ 番 号 で 示 し た 場 合 、 ハ ー ド デ ィ ス ク に お い て は 、 １ セ ク タ あ た り 512
バ イ ト で あ る の で 、 136（ ＝ 69632/512） （ 0x88） セ ク タ 目 に な る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 Partitionに は 、 例 え ば 、 AVデ ー タ な ど が 記 録 さ れ て い る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 管 理 情 報 領 域 B内 に 存 在 す る AVDP（ Anchor Volume Descriptor Pointer） は 、 ボ リ ュ ー
ム の 終 端 を 示 す 情 報 で あ り 、 AVDPが 位 置 す る ア ド レ ス （ 論 理 セ ク タ 番 号 ） が デ ィ ス ク イ メ
ー ジ デ ー タ の 終 端 を 表 し て い る 。 ま た 、 そ の AVDPが 位 置 す る 論 理 セ ク タ 番 号 は 、 AVDPの 先
頭 か ら １ ３ 乃 至 １ ６ バ イ ト 目 の ４ バ イ ト の 領 域 （ TagLocation） に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 図 １ １ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 配 置 さ れ た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ の 終 端 を 検 出 す
る 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ た 処 理 に よ れ ば 、 仮 想 DVD領 域 に 記 録 さ れ た デ ー タ の 最
後 に 位 置 す る AVDP（ 図 １ ０ の AVDP） が 検 出 さ れ 、 そ の AVDPが 配 置 さ れ た 位 置 か ら 、 デ ィ ス
ク イ メ ー ジ デ ー タ の 終 端 が 検 出 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 即 ち 、 ス テ ッ プ S２ １ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ （ 図 １ ） は 、 PDを 参 照 し 、 パ ー テ ィ シ ョ
ン 情 報 を 取 得 す る 。 つ ま り 、 図 １ ０ に 示 し た 管 理 情 報 Aに 含 ま れ る PDを 検 出 し 、 そ の PDに
含 ま れ る 情 報 か ら パ ー テ ィ シ ョ ン （ 図 １ ０ の Partition） の 先 頭 の 論 理 セ ク タ 番 号 と 、 パ
ー テ ィ シ ョ ン の サ イ ズ を 取 得 す る 。
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【 ０ １ ７ ９ 】
　 ス テ ッ プ S２ ２ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 デ ー タ の 読 み 出 し 位 置 （ 論 理 セ ク タ 番 号 で
表 さ れ る ） を パ ー テ ィ シ ョ ン の 終 端 の 次 の 論 理 セ ク タ へ 変 更 す る 。 つ ま り 、 ス テ ッ プ S２
１ で 取 得 し た 情 報 か ら 、 パ ー テ ィ シ ョ ン の 最 後 の 論 理 セ ク タ の 次 の 論 理 セ ク タ を 示 す 論 理
セ ク タ 番 号 を 算 出 し 、 そ の 論 理 セ ク タ 番 号 を 読 み 出 し 位 置 と し て 設 定 す る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 ス テ ッ プ S２ ３ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 現 在 の デ ー タ の 読 み 出 し 位 置 を 示 す 論 理 セ
ク タ 番 号 を 記 憶 す る 。 つ ま り 、 ス テ ッ プ S２ ２ で 読 み 出 し た 論 理 セ ク タ 番 号 を 一 時 的 に 記
憶 す る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ S２ ４ へ 進 む 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 ス テ ッ プ S２ ４ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 変 更 さ れ た 、 デ ー タ の 読 み 出 し 位 置 か ら 20
48バ イ ト 分 の デ ー タ を 読 み 出 し 、 ス テ ッ プ S２ ５ へ 進 む 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 ス テ ッ プ S２ ５ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 ス テ ッ プ S２ ４ に お い て 読 み 出 し た 、 2048
バ イ ト （ １ セ ク タ ） の デ ー タ の 先 頭 を 基 点 に し て １ ３ 乃 至 １ ６ バ イ ト 目 の ４ バ イ ト の 領 域
に 設 定 さ れ て い る デ ー タ を 読 み 出 す 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 ス テ ッ プ S２ ５ か ら ス テ ッ プ S２ ６ へ 進 み 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 記 憶 し て い る 論 理 セ ク タ
番 号 の 値 と 、 ス テ ッ プ S２ ５ に お い て 読 み 出 し た デ ー タ の 値 が 一 致 す る か 否 か の 判 定 を 行
う 。 ス テ ッ プ S２ ６ に お い て 、 記 憶 し て い る 論 理 セ ク タ 番 号 の 値 と 、 ス テ ッ プ S２ ５ に お い
て 読 み 出 し た デ ー タ の 一 致 し な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ S２ ７ へ 進 む 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 ス テ ッ プ S２ ７ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 デ ー タ の 読 み 出 し 位 置 を 、 次 の 論 理 セ ク タ
に 変 更 す る 。 つ ま り 、 デ ー タ の 読 み 出 し 位 置 を 、 現 在 の デ ー タ の 読 み 出 し 位 置 の 論 理 セ ク
タ の 次 の 論 理 セ ク タ に 変 更 す る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ S２ ３ に 戻 り 上 述 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ S２ ６ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ が 記 憶 し て い る 論 理 セ ク タ 番 号 の 値 と 、
ス テ ッ プ S２ ５ に お い て 読 み 出 し た デ ー タ の 値 が 一 致 す る と 判 定 さ れ た 場 合 、 現 在 の デ ー
タ の 読 み 出 し 位 置 の 論 理 セ ク タ が 、 デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ の 終 端 で あ る と 認 識 さ れ 、 処
理 が 終 了 す る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 ス テ ッ プ S２ ４ 乃 至 S２ ６ の 一 連 の 処 理 は 、 AVDP中 に 含 ま れ る TagLocationを 検 出 す る た
め の 処 理 で あ り 、 TagLocationに は 、 そ の 情 報 を 含 む タ グ で あ る AVDPの 位 置 す る 先 頭 の 論
理 セ ク タ 番 号 が 設 定 さ れ て い る た め 、 ス テ ッ プ S２ ６ に お い て の 判 定 処 理 で 、 記 憶 し て い
る 論 理 セ ク タ 番 号 の 値 と 、 ス テ ッ プ S２ ５ に お い て 読 み 出 し た デ ー タ の 値 が 一 致 す る と 判
定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ S２ ４ に て 読 み 出 し た 2048バ イ ト 分 の デ ー タ が AVDPで あ る こ と を
知 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 次 に 、 図 １ ２ は 、 本 発 明 を 適 用 し た ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ ２ に お い て 、 図 １ に 示 す 場 合 と 同 様 の 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て
あ り 、 そ の 説 明 は 適 宜 省 略 す る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ に お い て 、 FAT処 理 部 ４ １ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １
６ か ら 供 給 さ れ た 記 録 用 デ ー タ を 含 む UDF形 式 の デ ー タ の 記 録 を 要 求 さ れ る と 、 デ バ イ ス
制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た 記 録 用 デ ー タ を 含 む UDF形 式 の デ ー タ を バ ッ フ ァ リ ン グ し て 、
デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を 作 成 し 、 FAT（ File Allocation Table（ 例 え ば 、 FAT３ ２ ） ）
の フ ォ ー マ ッ ト に 従 い 、 デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ の 記 録 を 、 デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ へ 要 求 す
る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 ま た 、 FAT処 理 部 ４ １ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 、 HDD１ ８ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに
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記 録 さ れ た AVデ ー タ の 読 み 出 し を 要 求 さ れ る と 、 FAT（ 例 え ば 、 FAT３ ２ ） の フ ォ ー マ ッ ト
に 従 い 、 デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ に 対 し て 、 読 み 出 し の 対 象 と な る AVデ ー タ を 含 む デ ィ ス ク イ
メ ー ジ デ ー タ の 読 み 出 し を 要 求 し 、 そ の 要 求 に 対 し て デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ か ら 供 給 さ れ る
デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ か ら 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ に よ り 、 読 み 出 し を 要 求 さ れ た AVデ ー
タ を 抽 出 し て 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ へ 供 給 す る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ は 、 FAT処 理 部 ４ １ か ら の 要 求 に 従 い 、 ATAコ マ ン ド を 使 用 し て 、 HD
D１ ８ に 対 し て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aへ の 情 報 （ 例 え ば 、 AVデ ー タ ） の 記 録 や 、 ハ ー ド デ
ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 さ れ た AVデ ー タ 等 の 情 報 の 読 み 出 し の 要 求 を 行 う 。 ま た 、 HDD１ ８ か ら
、 読 み 出 し の 要 求 に 応 じ て 供 給 さ れ た 情 報 を 、 FAT処 理 部 ４ １ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 こ こ で 、 図 １ ２ に お け る ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aで は 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム と し て 、 FAT（ FA
T３ ２ ） が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 そ こ で 、 図 １ ３ は 、 図 １ ２ の FATが 使 用 さ れ て い る ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aの 構 成 を 説 明 す
る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aは 、 MBR(Master Boot Record)６ １ を 含 む 先 頭 セ ク タ (LBA(Logical
 Block Addressing)＝ 0の セ ク タ )５ １ 、 先 頭 セ ク タ ５ １ の 直 後 （ LBA=1） か ら デ ー タ 領 域
５ ３ の 先 頭 ま で の 空 き 領 域 ５ ２ 、 お よ び 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム の 処 理 対 象 と な る デ ー タ 領 域
５ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 こ の デ ー タ 領 域 ５ ３ は 、 最 大 で ４ 個 の パ ー テ ィ シ ョ ン に 区 分 可 能 と さ れ て い る 。 図 １ ３
で は 、 デ ー タ 領 域 ５ ３ は 、 第 １ パ ー テ ィ シ ョ ン ６ ２ 、 第 ２ パ ー テ ィ シ ョ ン ６ ３ 、 第 ３ パ ー
テ ィ シ ョ ン ６ ４ 、 お よ び 、 第 ４ パ ー テ ィ シ ョ ン ６ ５ の ４ つ の パ ー テ ィ シ ョ ン に 区 分 さ れ て
い る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 MBR６ １ は 、 起 動 コ ー ド ６ １ － １ お よ び パ ー テ ィ シ ョ ン テ ー ブ ル ６ １ － ２ か ら 構 成 さ れ
、 そ の う ち の パ ー テ ィ シ ョ ン テ ー ブ ル ６ １ － ２ は 、 そ れ に エ ン ト リ さ れ て い る パ ー テ ィ シ
ョ ン の 開 始 ア ド レ ス （ 図 １ ３ 中 の 矢 印 で 示 さ れ て い る よ う な 情 報 ） や サ イ ズ 等 の 情 報 を 保
持 し て い る 。 パ ー テ ィ シ ョ ン テ ー ブ ル ６ １ － ２ に は 、 デ ー タ 領 域 ５ ３ を 区 分 す る 最 大 数 で
あ る ４ 個 の パ ー テ ィ シ ョ ン （ 第 １ パ ー テ ィ シ ョ ン ６ ２ 、 第 ２ パ ー テ ィ シ ョ ン ６ ３ 、 第 ３ パ
ー テ ィ シ ョ ン ６ ４ 、 お よ び 、 第 ４ パ ー テ ィ シ ョ ン ６ ５ ） が エ ン ト リ 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 次 に 、 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ を 参 照 し て 、 図 １ ３ に 示 す ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aの MBR６ １ の
構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 図 １ ４ は 、 図 １ ３ に 示 す ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aの 構 成 に 含 ま れ る MBR６ １ の 構 成 を 示 す 図
で あ り 、 図 １ ５ は 、 MBR６ １ を 構 成 す る パ ー テ ィ シ ョ ン テ ー ブ ル ６ １ － ２ に 含 ま れ る パ ー
テ ィ シ ョ ン 情 報 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aの ５ １ ２ バ イ ト の 先 頭 ク ラ ス タ に 、 MBR
６ １ が 配 置 さ れ て い る 。 MBR６ １ は 、 先 頭 ク ラ ス タ の １ バ イ ト 目 か ら 始 ま る ４ ４ ５ バ イ ト
分 の 領 域 か ら な る 起 動 コ ー ド ７ １ （ 図 １ ３ の 起 動 コ ー ド ６ １ － １ ） 、 ４ ４ ６ バ イ ト 目 か ら
始 ま る ６ ４ バ イ ト 分 の 領 域 か ら な る パ ー テ ィ シ ョ ン テ ー ブ ル ７ ２ （ 図 １ ３ の パ ー テ ィ シ ョ
ン テ ー ブ ル ６ １ － ２ ） 、 お よ び 、 最 後 の ２ バ イ ト の 情 報 ７ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 パ ー テ ィ シ ョ ン テ ー ブ ル ７ ２ は 、 上 述 し た よ う に 、 最 大 で ４ 個 の パ ー テ ィ シ ョ ン の そ れ
ぞ れ に 対 応 す る パ ー テ ィ シ ョ ン 情 報 （ 例 え ば 、 パ ー テ ィ シ ョ ン の 開 始 ア ド レ ス と サ イ ズ な
ど ） が 保 存 可 能 な 領 域 で あ る 。 パ ー テ ィ シ ョ ン 情 報 に つ い て は 後 述 す る 。
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【 ０ ２ ０ ０ 】
　 MBR６ １ の 最 後 の ２ バ イ ト の 情 報 ７ ３ は 、 パ ー テ ィ シ ョ ン テ ー ブ ル ７ ２ の 終 端 を 示 す 「 0
x55」 、 お よ び 「 0xAA」 と な っ て い る 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 図 １ ５ は 、 図 １ ４ の パ ー テ ィ シ ョ ン テ ー ブ ル ７ ２ に 保 存 さ れ る パ ー テ ィ シ ョ ン 情 報 の 構
成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 パ ー テ ィ シ ョ ン 情 報 は 、 １ ６ バ イ ト 情 報 で あ り 、 先 頭 か ら 順 に 、 １ バ イ ト の フ ラ グ ８ １
、 ３ バ イ ト の CHS（ Cylinder/Head/Sector） 開 始 セ ク タ ８ ２ 、 １ バ イ ト の タ イ プ ８ ３ 、 ３
バ イ ト の CHS終 了 セ ク タ ８ ４ 、 ４ バ イ ト の LBA開 始 セ ク タ ８ ５ 、 お よ び 、 ４ バ イ ト の パ ー テ
ィ シ ョ ン サ イ ズ ８ ６ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 図 １ ６ は 、 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 の 記 録 領 域
の 構 成 例 を 説 明 す る 図 で あ り 、 パ ー テ ィ シ ョ ン に つ い て 、 図 １ ３ に 示 し た 場 合 よ り も 、 さ
ら に 詳 細 な 構 成 を 示 し て い る 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 但 し 、 図 １ ３ で は 、 ４ つ の 第 １ パ ー テ ィ シ ョ ン ６ ２ 、 第 ２ パ ー テ ィ シ ョ ン ６ ３ 、 第 ３ パ
ー テ ィ シ ョ ン ６ ４ 、 お よ び 第 ４ パ ー テ ィ シ ョ ン ６ ５ が ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 形 成 さ れ て
い た が 、 図 １ ６ で は 、 １ つ の パ ー テ ィ シ ョ ン ９ ３ だ け が 、 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 パ ー テ ィ シ ョ ン ９ ３ は 、 FAT（ File Allocation Table） １ ０ １ 、 FAT（ 予 備 ） １ ０ ２ 、
フ ァ イ ル １ ０ ３ 、 フ ァ イ ル １ ０ ４ 、 フ ァ イ ル １ ０ ５ 、 お よ び 空 き 領 域 １ ０ ６ に て 構 成 さ れ
て お り 、 フ ァ イ ル １ ０ ３ 、 フ ァ イ ル １ ０ ４ 、 フ ァ イ ル １ ０ ５ の そ れ ぞ れ は 、 デ ィ レ ク ト リ
エ ン ト リ お よ び デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 な お 、 図 １ ６ に お い て 、 MBR９ １ と 空 き 領 域 ９ ２ は 、 図 １ ３ の 先 頭 セ ク タ ５ １ （ MBR６ １
） と 空 き 領 域 ５ ２ に 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 図 １ ７ は 、 図 １ ６ の デ ィ レ ク ト リ エ ン ト リ の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 デ ィ レ ク ト リ エ ン ト リ は 、 ４ バ イ ト の 領 域 に 設 定 さ れ る 情 報 で あ り 、 そ の 情 報 は 、 フ ァ
イ ル 名 を 示 す ８ ビ ッ ト の 名 前 １ ２ １ が 記 録 さ れ る 領 域 、 フ ァ イ ル の 拡 張 子 を 示 す ３ ビ ッ ト
の 拡 張 名 １ ２ ２ が 記 録 さ れ る 領 域 、 フ ァ イ ル の 属 性 （ 例 え ば 、 書 き 込 み 禁 止 な ど の 情 報 ）
を 示 す １ ビ ッ ト の 属 性 １ ２ ３ が 記 録 さ れ る 領 域 、 未 使 用 で あ る １ ビ ッ ト の 予 約 １ ２ ４ が 記
録 さ れ る 領 域 、 フ ァ イ ル の 作 成 時 刻 を 示 す ３ ビ ッ ト の 作 成 時 刻 １ ２ ５ が 記 録 さ れ る 領 域 、
フ ァ イ ル の 作 成 日 を 示 す 2ビ ッ ト の 作 成 日 付 １ ２ ６ が 記 録 さ れ る 領 域 、 フ ァ イ ル へ の 最 終
ア ク セ ス 日 付 を 示 す ２ ビ ッ ト の 最 終 ア ク セ ス 日 付 １ ２ ７ が 記 録 さ れ る 領 域 、 フ ァ イ ル を 構
成 す る デ ー タ の 先 頭 ク ラ ス タ 番 号 の 上 位 ２ ビ ッ ト の 値 を 示 す ２ ビ ッ ト の 先 頭 ク ラ ス タ 番 号
（ High） １ ２ ８ 領 域 、 フ ァ イ ル の 記 録 時 刻 を 示 す ２ ビ ッ ト の 記 録 時 刻 １ ２ ９ が 記 録 さ れ る
領 域 、 フ ァ イ ル の 記 録 日 付 を 示 す ２ ビ ッ ト の 記 録 日 付 １ ３ ０ が 記 録 さ れ る 領 域 、 フ ァ イ ル
を 構 成 す る デ ー タ の 先 頭 ク ラ ス タ 番 号 の 下 位 ２ ビ ッ ト の 値 を 示 す ２ ビ ッ ト の 先 頭 ク ラ ス タ
番 号 （ Low） １ ３ １ が 記 録 さ れ る 領 域 、 フ ァ イ ル サ イ ズ を 示 す ４ ビ ッ ト の フ ァ イ ル サ イ ズ
１ ３ ２ が 記 録 さ れ る 領 域 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 図 １ ８ は 、 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ の 記 録 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 ０ ２ １ ０ 】
　 ス テ ッ プ S４ １ に お い て 、 AVデ ー タ 入 力 部 １ ２ は 、 AVデ ー タ を 取 得 し 、 記 録 再 生 処 理 部
１ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ２ １ １ 】
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　 ス テ ッ プ S４ ２ に お い て 、 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ は 、 AVデ ー タ 入 力 部 １ ２ か ら 供 給 さ れ た A
Vデ ー タ を も と に 、 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 、 記 録 用 デ ー タ を 作 成 す る 。 つ ま り 、 ビ
デ オ モ ー ド ま た は VRモ ー ド に 従 っ て 記 録 用 デ ー タ を 作 成 し 、 記 録 を 示 す 情 報 と と も に 、 UD
F処 理 部 １ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 ス テ ッ プ S４ ３ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 UDFに 従 っ て 、 記 録 再 生 処 理 部 １ ４ か ら 供
給 さ れ た 記 録 用 デ ー タ の 記 録 を 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ に 対 し て 要 求 す る 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 ス テ ッ プ S４ ４ に お い て 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ は 、 UDF処 理 部 １ ５ か ら 供 給 さ れ た 、 記 録
用 デ ー タ を 含 む UDF形 式 の デ ー タ を 、 記 録 コ マ ン ド と と も に FAT処 理 部 ４ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 ス テ ッ プ S４ ５ に お い て 、 FAT処 理 部 ４ １ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 、 記 録 コ マ ン ド と
と も に 供 給 さ れ た 、 記 録 用 デ ー タ を 含 む UDF形 式 の デ ー タ を 、 バ ッ フ ァ リ ン グ し て デ ィ ス
ク イ メ ー ジ デ ー タ を 作 成 す る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ S４ ５ に お い て 、 FAT処 理 部 ４ １ は 、 作 成 し た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を
、 FAT（ 例 え ば 、 FAT３ ２ ） の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 、 １ つ の フ ァ イ ル デ ー タ と し て 扱 い 、
デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を 、 例 え ば 、 拡 張 子 を ” .iso” と し た フ ァ イ ル （ 以 下 、 適 宜 、 is
oフ ァ イ ル と 称 す る ） の デ ー タ と し て 、 デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ に 記 録 を 要 求 す る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 ス テ ッ プ S４ ６ に お い て 、 デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ は 、 FAT処 理 部 ４ １ か ら 供 給 さ れ た デ ィ ス
ク イ メ ー ジ デ ー タ （ isoフ ァ イ ル の デ ー タ ） を 、 記 録 コ マ ン ド と と も に 、 HDD１ ８ に 供 給 し
す る 。 こ こ で の 記 録 コ マ ン ド と は 、 例 え ば 、 上 述 し た ATAコ マ ン ド の WRITE DMAコ マ ン ド で
あ る 。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 ス テ ッ プ S４ ７ に お い て 、 HDD１ ８ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ か ら 記 録 コ マ ン ド と と も に 供
給 さ れ た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 す る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 図 １ ９ は 、 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ に お け る ダ ビ ン グ 処 理 を 説 明 す る フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 こ こ で の 説 明 で は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ た 外
部 装 置 に 対 し て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 さ れ た デ ィ
ス ク イ メ ー ジ デ ー タ （ AVデ ー タ を 含 む ） を ダ ビ ン グ （ 送 信 ） す る 場 合 に つ い て 記 述 す る 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 ス テ ッ プ S５ １ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 ダ ビ ン グ デ ー タ の 読 み 出 し を 、 UDFに 従 っ
て 要 求 す る 。 つ ま り 、 ユ ー ザ 操 作 に よ り 指 定 さ れ た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ の 読 み 出 し を
、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ に 要 求 す る 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 ス テ ッ プ S５ ２ に お い て 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ は 、 デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を 読 み 出 す
た め の 読 み 出 し コ マ ン ド を FAT処 理 部 ４ １ に 対 し て 供 給 す る 。 こ こ で の 読 み 出 し コ マ ン ド
と は 、 例 え ば 、 上 述 し た ATAPIコ マ ン ド の READ(10)で あ る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 ス テ ッ プ S５ ３ に お い て 、 FAT処 理 部 ４ １ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら の 読 み 出 し コ マ ン
ド に 対 応 し て 、 デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ （ isoフ ァ イ ル の デ ー タ ） の 読 み 出 し を 、 FATの フ
ォ ー マ ッ ト に 従 っ て デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ に 要 求 す る 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 ス テ ッ プ S５ ４ に お い て 、 デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ は 、 FAT処 理 部 か ら の 要 求 に 従 い 読 み 出 し
コ マ ン ド 、 例 え ば 、 ATAコ マ ン ド の READ DMAコ マ ン ド を HDD１ ８ に 供 給 す る 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
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　 ス テ ッ プ S５ ５ に お い て 、 HDD１ ８ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 さ れ た デ ィ ス ク イ メ
ー ジ デ ー タ を 読 み 出 し 、 デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ S５ ５ に お い て 読 み 出 さ れ た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ は 、 デ バ イ ス 制 御
部 ４ ２ を 介 し て 、 FAT処 理 部 ４ １ に 供 給 さ れ 、 さ ら に 、 FAT処 理 部 ４ １ か ら 、 デ バ イ ス 制 御
部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た 読 み 出 し コ マ ン ド に 対 応 し て 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ を 介 し て UDF処
理 部 １ ５ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ S５ ６ に お い て 、 UDF処 理 部 １ ５ は 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ か ら 供 給 さ れ た デ ィ ス
ク イ メ ー ジ デ ー タ を 、 通 信 部 １ ９ に 供 給 す る 。 通 信 部 １ ９ は 、 UDF処 理 部 １ ５ か ら 供 給 さ
れ た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 ダ ビ ン グ 先 と な る 外 部 装 置 で あ
る 。 DVDレ コ ー ダ へ 送 信 す る 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ で は 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム と し て FA
Tを 用 い て デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ の 管 理 を 行 う 点 に お い て 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ
ー ダ １ と は 異 な る が 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 図 ２ ０ は 、 本 発 明 を 適 用 し た ビ デ オ カ メ ラ の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
図 ２ ０ の ビ デ オ カ メ ラ １ ４ ０ は 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ や 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ
ス ク レ コ ー ダ ４ ０ が 行 う デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ の 処 理 を ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 実 現 し て い
る 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 ビ デ オ カ メ ラ １ ４ ０ に お い て 、 CPU（ Central Processing Unit） １ ４ １ に は 、 電 源 １ ４
２ ， ROM（ Read Only Memory） １ ４ ３ 、 お よ び 、 RAM（ Random Access Memory） １ ４ ４ が 接
続 さ れ て い る 。 CPU１ ４ １ は 、 電 源 １ ４ ２ に よ り 駆 動 さ れ 、 ROM１ ４ ３ に 記 憶 さ れ て い る プ
ロ グ ラ ム に 従 っ て 、 ビ デ オ カ メ ラ １ ４ ０ の 全 体 の 動 作 を 制 御 す る 。 RAM１ ４ ４ に は 、 CPU１
４ １ が 各 種 の 処 理 を 実 行 す る 上 に お い て 必 要 な デ ー タ な ど が 適 宜 記 憶 さ れ る 。 な お 、 電 源
１ ４ ２ は 、 CPU１ ４ １ の 他 、 必 要 な ブ ロ ッ ク に 電 力 を 供 給 す る 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 CPU１ ４ １ は 、 カ メ ラ 機 能 部 １ ４ ５ 、 画 像 信 号 処 理 部 １ ４ ６ 、 お よ び 音 声 信 号 処 理 部 １
５ １ を 制 御 す る 。 カ メ ラ 機 能 部 １ ４ ５ は 、 CPU１ ４ １ の 制 御 に 従 い 、 光 学 レ ン ズ 部 １ ４ ７
を 制 御 し 、 ズ ー ム 率 や 絞 り な ど を 適 宜 調 整 す る 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 光 電 変 換 部 １ ４ ８ は 、 例 え ば 、 CMOS（ Complementary Metal Oxide Semiconductor） イ
メ ー ジ ャ や CCD（ Charge Coupled Devices） な ど で 構 成 さ れ 、 光 学 レ ン ズ 部 １ ４ ７ を 介 し
て 入 射 す る 被 写 体 １ ６ ０ 等 の 光 を 電 気 信 号 （ 被 写 体 １ ６ ０ の 画 像 に 対 応 す る 電 気 信 号 ） に
変 換 し 、 画 像 信 号 処 理 部 １ ４ ６ に 供 給 す る 。 画 像 信 号 処 理 部 １ ４ ６ は 、 CPU１ ４ １ の 制 御
に 基 づ い て 、 光 電 変 換 部 １ ４ ８ よ り 供 給 さ れ た 被 写 体 １ ６ ０ の 画 像 に 対 応 す る 電 気 信 号 を
、 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト の 画 像 デ ー タ に 変 換 し 、 CPU１ ４ １ と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ５ ０ に 供
給 す る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ ５ ０ は 、 画 像 信 号 処 理 部 １ ４ ６ か ら の 画 像 デ ー タ に 基 づ い て
、 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 ま た 、 画 像 信 号 処 理 部 １ ４ ６ は 、 CPU１ ４ １ の 制 御 に 基 づ い て 、 画 像 入 出 力 部 １ ４ ９ よ
り 供 給 さ れ た 画 像 デ ー タ を 、 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 し 、 CPU１ ４ １ と 液 晶 デ ィ ス プ レ
イ １ ５ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 音 声 信 号 処 理 部 １ ５ １ は CPU１ ４ １ の 制 御 に 従 い 、 音 声 入 出 力 部 １ ５ ２ を 制 御 し 、 音 声

10

20

30

40

50

(25) JP 2005-267669 A 2005.9.29



の 集 音 を 行 う 。 音 声 入 出 力 部 １ ５ ２ は 、 例 え ば 、 マ イ ク ロ フ ォ ン や ス ピ ー カ 、 ま た は 音 声
入 出 力 端 子 で 構 成 さ れ て お り 、 音 声 信 号 処 理 部 １ ５ １ は 、 CPU１ ４ １ の 制 御 に 基 づ い て 、
音 声 入 出 力 部 １ ５ ２ に て 集 音 さ れ た 音 声 に 対 応 す る 電 気 信 号 を 所 定 の フ ォ ー マ ッ ト の 音 声
デ ー タ に 変 換 し 、 CPU１ ４ １ に 供 給 す る 。 ま た 、 音 声 処 理 部 １ ５ １ は 、 CPU１ ４ １ か ら 供 給
さ れ た 音 声 デ ー タ を 音 声 入 出 力 部 １ ５ ２ へ 供 給 す る 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 CPU１ ４ １ は 、 画 像 信 号 処 理 部 １ ４ ６ か ら 供 給 さ れ た 画 像 デ ー タ と 音 声 デ ー タ を 、 ビ デ
オ モ ー ド ま た は VRモ ー ド に 従 っ て 記 録 用 デ ー タ に 変 換 し 、 さ ら に 、 UDFに 従 っ て 記 録 用 デ
ー タ を 記 録 コ マ ン ド と と も に HDD１ ５ ６ へ 供 給 し 、 記 録 用 デ ー タ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ５ ６ A
へ の 記 録 を 、 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ や 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ と
同 様 に 制 御 す る 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 な お 、 操 作 入 力 部 １ ５ ３ は 、 ボ タ ン 、 ス イ ッ チ 、 も し く は 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ な ど
に よ り 構 成 さ れ 、 ユ ー ザ に よ り 、 所 定 の 指 令 に 対 応 す る 入 力 操 作 が 行 わ れ た と き 、 そ の 入
力 操 作 に 対 応 す る 操 作 指 令 信 号 を CPU１ ４ １ に 供 給 す る 。 CPU１ ４ １ は 、 操 作 入 力 部 １ ５ ３
よ り 供 給 さ れ た 操 作 指 令 信 号 に 対 応 す る 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 ま た 、 通 信 部 １ ５ ４ は 、 CPU１ ４ １ の 制 御 に 基 づ い て 、 他 の 情 報 処 理 装 置 （ 図 示 せ ず ）
と の 通 信 処 理 を 実 行 す る 。 即 ち 、 通 信 部 １ ５ ４ は 、 画 像 信 号 処 理 部 １ ４ ６ ま た は 音 声 信 号
処 理 部 １ ５ １ よ り 出 力 さ れ た 画 像 デ ー タ も し く は 音 声 デ ー タ や 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ５ ６ A
に 記 録 さ れ た デ ー タ を 他 の 情 報 処 理 装 置 に 送 信 す る と と も に 、 他 の 情 報 処 理 装 置 よ り 送 信
さ れ た 画 像 デ ー タ や 音 声 デ ー タ 、 ま た は プ ロ グ ラ ム 等 の 様 々 な 情 報 を 受 信 す る 。 例 え ば 、
通 信 部 １ ５ ４ が 画 像 デ ー タ を 受 信 し た 場 合 、 CPU１ ４ １ は 、 そ れ を RAM１ ４ ４ や ハ ー ド デ ィ
ス ク １ ５ ６ Aに 記 憶 さ せ る 。 ま た 、 例 え ば 、 通 信 部 １ ５ ４ が プ ロ グ ラ ム を 受 信 し た 場 合 、 C
PU１ ４ １ は 、 そ れ を RAM１ ４ ４ に ロ ー ド す る 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 な お 、 通 信 部 １ ５ ４ は 、 無 線 に よ る 通 信 を 行 う も の で も よ い し 、 有 線 に よ る 通 信 を 行 う
も の で も よ い し 、 或 い は 、 無 線 と 有 線 の 両 方 の 通 信 が 可 能 な も の で も よ い 。 さ ら に 、 そ の
通 信 方 式 も 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 無 線 の 場 合 、 IEEE(The Institute of Electrical a
nd Electronic Engineers , Inc.)802.11a、 も し く は 802.11bの 無 線 LAN（ Local Area Net
work） 、 ま た は 、 Bluetooth等 様 々 な 無 線 通 信 方 式 が 利 用 可 能 で あ る 。 同 様 に 、 有 線 の 場
合 も 、 Ethernet（ 登 録 商 標 ） も し く は USB、 ま た は 、 IEEE1394等 様 々 な 有 線 通 信 方 式 が 利
用 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 上 述 し た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ に 関 す る 一 連 の 処 理 は 、 専 用 の ハ ー ド
ウ ェ ア に よ り 実 行 さ せ る こ と も で き る が 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 実 行 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ に 関 す る 一 連 の 処 理 を ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 実 現 す る 場
合 、 そ の 処 理 は 、 図 ２ １ （ 図 ２ ２ 、 図 ２ ３ ） の 左 に 示 す よ う に 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 層 、 フ
ァ イ ル フ ォ ー マ ッ ト 層 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム 層 、 デ バ イ ス ド ラ イ バ 層 の ４ つ の 階 層 に 分 け る
こ と が で き る 。
【 ０ ２ ４ １ 】
　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 層 で は 、 フ ァ イ ル フ ォ ー マ ッ ト 層 に 対 し て 、 フ ァ イ ル フ ォ ー マ ッ ト レ
ベ ル で の ア ク セ ス を 行 い 、 フ ァ イ ル フ ォ ー マ ッ ト 層 で は 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム 層 に 対 し て 、
フ ァ イ ル レ ベ ル で の ア ク セ ス を 行 う 。 ま た 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム 層 で は 、 デ バ イ ス ド ラ イ バ
層 に 対 し て 、 論 理 セ ク タ レ ベ ル の ア ク セ ス を 行 い 、 デ バ イ ス ド ラ イ バ 層 で は 、 物 理 層 、 つ
ま り 、 ド ラ イ ブ な ど の デ バ イ ス を 介 し て 、 記 録 媒 体 に 対 し て 物 理 セ ク タ レ ベ ル で の ア ク セ
ス を 行 う 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
　 こ こ で 、 図 ２ １ の 右 は 、 DVDレ コ ー ダ が 実 行 す る 処 理 を 階 層 別 に 示 し た 図 で あ る 。
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【 ０ ２ ４ ３ 】
　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 層 に は 、 記 録 ま た は 再 生 な ど の 処 理 を 行 う ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 該 当 す
る 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 フ ァ イ ル フ ォ ー マ ッ ト 層 に は 、 例 え ば 、 ビ デ オ モ ー ド （ Video Format） や 、 VRモ ー ド （
Video Recording Format） な ど が 該 当 す る 。 の フ ァ イ ル フ ォ ー マ ッ ト 層 で は 、 ビ デ オ モ ー
ド や VRモ ー ド の デ ー タ の 作 成 や 、 下 位 層 で あ る フ ァ イ ル シ ス テ ム 層 か ら 供 給 さ れ る デ ー タ
の 認 識 を 行 う 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
　 フ ァ イ ル シ ス テ ム 層 で は 、 UDFに 従 っ て 、 DVDへ の デ ー タ の 記 録 や 、 DVDに 記 録 さ れ た デ
ー タ の 読 み 出 し を 要 求 す る 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
　 デ バ イ ス ド ラ イ バ 層 に は DVD用 デ バ イ ス ド ラ イ バ が 該 当 す る 。 デ バ イ ス ド ラ イ バ 層 で は
、 フ ァ イ ル シ ス テ ム 層 か ら の 要 求 に 従 い 、 DVDド ラ イ ブ に 対 し て DVDへ の デ ー タ の 記 録 や 、
DVDに 記 録 さ れ た デ ー タ の 読 み 出 し を 行 う 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
　 図 ２ ２ の 右 は 、 図 １ に 示 し た ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ が 実 行 す る 処 理 を 階 層 別 に 示 し
た 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ ２ の 左 は 、 図 ２ １ の 左 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
　 図 ２ ２ に お い て 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 層 、 フ ァ イ ル フ ォ ー マ ッ ト 層 お よ び フ ァ イ ル シ ス テ
ム 層 に 関 し て は 、 図 ２ １ に お け る 場 合 と 同 様 で あ る た め 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ で は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 層 、 フ ァ イ ル フ ォ ー マ ッ ト 層 、 フ ァ
イ ル シ ス テ ム 層 で の 処 理 に 、 図 ２ １ で 説 明 し た DVDレ コ ー ダ で 実 行 さ れ る 処 理 と 同 様 の 処
理 を 用 い て ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aへ の ア ク セ ス を 行 う た め 、 DVDへ の ア ク セ ス の た め に 発 行
さ れ た コ マ ン ド を 、 ハ ー ド デ ィ ス ク に ア ク セ ス す る た め の コ マ ン ド に 変 換 す る 必 要 が あ る
。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 そ こ で 、 デ バ イ ス ド ラ イ バ 層 に お い て 、 ATAPIコ マ ン ド が ATAコ マ ン ド に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ２ ５ １ 】
　 な お 、 図 ２ ２ に お い て 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム 層 に は 、 図 １ の UDF処 理 部 １ ５ が 対 応 す る 。
ま た 、 デ バ イ ス ド ラ イ バ 層 に は 、 図 １ の デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ と デ バ イ ス 制 御 部 １ ７ が 対 応
す る 。
【 ０ ２ ５ ２ 】
　 図 ２ ３ は 、 図 １ ２ に 示 し た ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ が 実 行 す る 処 理 を 階 層 別 に 示 し
た 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ ３ の 左 は 、 図 ２ １ の 左 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
　 図 ２ ３ に お い て 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 層 お よ び フ ァ イ ル フ ォ ー マ ッ ト 層 に 関 し て は 、 図 ２
１ に お け る 場 合 と 同 様 で あ る た め 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ２ ５ ４ 】
　 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ で は 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム 層 に て 、 DVDに て 用 い ら れ る UDFと
、 HDDに て 用 い ら れ る FAT３ ２ と の 両 方 を 使 用 す る 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
　 そ の た め 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム 層 で は 、 UDFに 従 っ て デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ が 作 成 さ れ
る 。 具 体 的 に は 、 DVD用 デ バ イ ス ド ラ イ バ を 使 用 し て 、 仮 想 記 録 領 域 （ 例 え ば 、 装 置 に 内
蔵 さ れ た RAM（ 例 え ば 、 図 １ ２ の FAT処 理 部 ４ １ ） ） に デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ が 作 成 さ れ
る 。 こ の デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ は 、 FAT３ ２ の フ ァ イ ル と し て 管 理 さ れ 、 ハ ー ド デ ィ ス
ク １ ８ Aに 記 録 さ れ る 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 こ の た め 、 デ バ イ ス ド ラ イ バ 層 で は 、 HDD用 デ バ イ ス ド ラ イ バ が 使 用 さ れ る 。
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【 ０ ２ ５ ７ 】
　 な お 、 図 ２ ３ に お い て 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム 層 の UDF、 DVDデ バ イ ス ド ラ イ バ 、 FAT３ ２ に
は 、 図 １ ２ の UDF処 理 部 １ ５ 、 デ バ イ ス 制 御 部 １ ６ 、 FAT処 理 部 ４ １ が そ れ ぞ れ 対 応 す る 。
ま た 、 デ バ イ ス ド ラ イ バ 層 の HDD用 デ バ イ ス ド ラ イ バ に は 、 図 １ ２ の デ バ イ ス 制 御 部 ４ ２
が 対 応 す る 。
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 上 述 し た 一 連 の 処 理 を ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 実 行 さ せ る 場 合 に は 、 そ の ソ フ ト ウ ェ ア を 構
成 す る プ ロ グ ラ ム が 、 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア に 組 み 込 ま れ て い る コ ン ピ ュ ー タ 、 ま た は 各 種
の プ ロ グ ラ ム を イ ン ス ト ー ル す る こ と で 各 種 の 機 能 を 実 行 す る こ と が 可 能 な 、 例 え ば 、 図
２ ４ に 示 さ れ る 汎 用 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ ０ な ど に 、 記 録 媒 体 か ら イ ン ス ト ー ル
さ れ る 。
【 ０ ２ ５ ９ 】
　 こ の 記 録 媒 体 は 、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ ０ と は 別 に 、 ユ ー
ザ に プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る た め に 配 布 さ れ る 、 プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る 磁 気 デ ィ ス ク
２ １ １ （ フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク を 含 む ） 、 光 デ ィ ス ク ２ １ ２ （ CD-ROM(Compact Disc-Read
 Only Memory)、 Ｄ Ｖ Ｄ (Digital Versatile Disk)を 含 む ） 、 光 磁 気 デ ィ ス ク ２ １ ３ （ Ｍ
Ｄ (Mini-Disc)（ 商 標 ） を 含 む ） 、 若 し く は 半 導 体 メ モ リ ２ １ ４ な ど よ り な る パ ッ ケ ー ジ
メ デ ィ ア に よ り 構 成 さ れ る だ け で な く 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ ０ に 予 め 組 み 込 ま れ
た 状 態 で ユ ー ザ に 提 供 さ れ る 、 プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る ROM２ ０ ２ や 、 記 録 部 ２ ０ ８
に 含 ま れ る ハ ー ド デ ィ ス ク な ど で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ２ ６ ０ 】
　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ ０ の CPU２ ０ １ は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 全 体 の 動 作
を 制 御 す る 。 ま た 、 CPU２ ０ １ は 、 バ ス ２ ０ ４ お よ び 入 出 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス ２ ０ ５ を 介
し て ユ ー ザ か ら 、 キ ー ボ ー ド や マ ウ ス な ど を 有 す る 入 力 部 ２ ０ ６ か ら 指 令 が 入 力 さ れ る と
、 そ れ に 対 応 し て ROM(Read Only Memory)２ ０ ２ に 格 納 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る
。 あ る い は ま た 、 CPU２ ０ １ は 、 ド ラ イ ブ ２ １ ０ に 接 続 さ れ た 磁 気 デ ィ ス ク ２ １ １ 、 光 デ
ィ ス ク １ １ ２ 、 光 磁 気 デ ィ ス ク １ １ ３ 、 ま た は 半 導 体 メ モ リ ２ １ ４ か ら 読 み 出 さ れ 、 記 録
部 ２ ０ ８ に イ ン ス ト ー ル さ れ た プ ロ グ ラ ム を 、 RAM(Random Access Memory)２ ０ ３ に ロ ー
ド し て 実 行 す る 。 さ ら に 、 CPU２ ０ １ は 、 プ ロ グ ラ ム の 実 行 に よ り 得 ら れ た デ ー タ を 、 デ
ィ ス プ レ イ や ス ピ ー カ 、 ま た は 、 プ リ ン タ や プ ロ ッ タ な ど を 有 す る 出 力 部 ２ ０ ７ へ 出 力 す
る 。 ま た 、 CPU２ ０ １ は 、 ス キ ャ ナ や マ イ ク ロ フ ォ ン か ら な る 入 力 部 ２ ０ ６ か ら デ ー タ を
取 得 す る 。 さ ら に 、 CPU２ ０ １ は 、 通 信 部 ２ ０ ９ を 制 御 し て 、 外 部 と 通 信 し 、 デ ー タ の 授
受 を 実 行 す る 。
【 ０ ２ ６ １ 】
　 な お 、 通 信 部 ２ ０ ９ は 、 無 線 に よ る 通 信 を 行 う も の で も よ い し 、 有 線 に よ る 通 信 を 行 う
も の で も よ い 。 或 い は 、 無 線 と 有 線 の 両 方 の 通 信 が 可 能 な も の で も よ い 。 さ ら に 、 そ の 通
信 方 式 も 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 無 線 の 場 合 、 IEEE(The Institute of Electrical and
 Electronic Engineers , Inc.)802.11a、 も し く は 802.11bの 無 線 LAN（ Local Area Netwo
rk） 、 ま た は 、 Bluetooth等 様 々 な 無 線 通 信 方 式 が 利 用 可 能 で あ る 。 同 様 に 、 有 線 の 場 合
も 、 Ethernet（ 登 録 商 標 ） も し く は USB、 ま た は IEEE1394等 様 々 な 有 線 通 信 方 式 が 利 用 可
能 で あ る 。
【 ０ ２ ６ ２ 】
　 な お 、 上 述 し た 一 連 の 処 理 を 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム は 、 必 要 に 応 じ て ル ー タ 、 モ デ ム な
ど の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 、 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 デ ジ タ
ル 衛 星 放 送 と い っ た 、 有 線 ま た は 無 線 の 通 信 媒 体 を 介 し て コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル さ
れ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ２ ６ ３ 】
　 ま た 、 本 明 細 書 に お い て 、 記 録 媒 体 に 格 納 さ れ る プ ロ グ ラ ム を 記 述 す る ス テ ッ プ は 、 記
載 さ れ た 順 序 に 沿 っ て 時 系 列 的 に 行 わ れ る 処 理 は も ち ろ ん 、 必 ず し も 時 系 列 的 に 処 理 さ れ
な く と も 、 並 列 的 あ る い は 個 別 に 実 行 さ れ る 処 理 を も 含 む も の で あ る 。
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【 ０ ２ ６ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を 記 録 す る 記 録 媒 体 の 例 と し て 、 ハ
ー ド デ ィ ス ク を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ を 記 録 す る 記 録 媒 体 は 、
そ の 他 、 例 え ば 、 MO（ Magnetic Optical Disk） 、 PD（ Phase change rewritable Disk）
、 Zipデ ィ ス ク 、 ま た は SuperDiskな ど の ZCAV（ Zone Constant Angular Velocity） 形 式 を
採 用 し て い る 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス 可 能 な デ ィ ス ク 上 の 記 録 媒 体 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ２ ６ ５ 】
　 ま た 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム に 関 し て も 、 FAT３ ２ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の フ ァ イ
ル シ ス テ ム を 用 い て も よ い 。
【 ０ ２ ６ ６ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ に つ い て も 、 本 明 細 書 で 定 義 し た 内 容 （ UDF
に お け る 論 理 セ ク タ 番 号 ０ 乃 至 N（ 最 終 の 論 理 セ ク タ 番 号 ） の 領 域 に 配 置 さ れ た 一 連 の 情
報 ） に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ２ ６ ７ 】
　 ま た 、 ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aに 記 録 さ れ る デ ー タ は 、 AVデ ー タ で は な く 、 そ の 他 の デ ー
タ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ２ ６ ８ 】
　 ま た 、 HDD１ ８ は 、 内 蔵 で は な く 、 外 付 け で あ っ て も よ い 。
【 ０ ２ ６ ９ 】
　 さ ら に 、 デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ は 、 DVDに 記 録 さ れ る も の で は な く 、 そ の 他 、 例 え ば
、 ビ デ オ CD（ Compact Disc） や オ ー デ ィ オ CDな ど に 記 録 さ れ る デ ー タ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ２ ７ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ ま た は ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４
０ か ら 、 DVDレ コ ー ダ へ の デ ー タ の コ ピ ー を 行 う よ う に し た が 、 デ ー タ は 、 コ ピ ー で は な
く 、 移 動 （ い わ ゆ る ム ー ブ ） す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ７ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 DVDの 記 録 領 域 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aの 記 録 領 域 の 構 成 例 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aの 記 録 領 域 の 他 の 構 成
例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 DVDま た は HDDに 記 録 さ れ た デ ー タ を 読 み 出 す 場 合 に 使 用 さ れ る 読 み 出 し コ マ ン ド
の そ れ ぞ れ に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 DVDま た は HDDに デ ー タ を 記 録 す る 場 合 に 使 用 さ れ る 記 録 コ マ ン ド の そ れ ぞ れ に つ
い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ATAPIコ マ ン ド で あ る SEND OPC INFORMATIONコ マ ン ド に つ い て 説 明 す る 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に お け る 記 録 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に お け る ダ ビ ン グ 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ A上 に 配 置 さ れ る 仮 想 DVD領 域 の 構 成 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ １ 】 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ に お け る デ ィ ス ク イ メ ー ジ デ ー タ の 終 端 の 検
出 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 を 適 用 し た ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ の 他 の 実 施 の 形 態 の 構 成 例 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aの 記 録 領 域 の 構
成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の MBR（ Master Boot Record） ６ １ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の MBR内 の パ ー テ ィ シ ョ ン テ ー ブ ル ７ ２ に 格 納 さ れ る パ ー テ ィ シ ョ ン 情
報 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ の ハ ー ド デ ィ ス ク １ ８ Aの 記 録 領 域 の 構
成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ の デ ィ レ ク ト リ エ ン ト リ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク ４ ０ に お け る 記 録 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク ４ ０ に お け る ダ ビ ン グ 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 を 適 用 し た ビ デ オ カ メ ラ の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ２ １ 】 DVDレ コ ー ダ が 実 行 す る 処 理 を 階 層 別 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 １ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ １ が 実 行 す る 処 理 を 階 層 別 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 １ ２ の ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ４ ０ が 実 行 す る 処 理 を 階 層 別 に 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ２ ４ 】 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ２ ７ ２ 】
　 １ 　 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ ， 　 １ １ 　 操 作 入 力 部 ， 　 １ ２ 　 AVデ ー タ 入 力 部 ， 　 １ ３
　 AVデ ー タ 出 力 部 ， 　 １ ４ 　 記 録 再 生 処 理 部 ， 　 １ ５ 　 UDF処 理 部 ， 　 １ ６ 　 デ バ イ ス 制
御 部 ， 　 １ ７ 　 デ バ イ ス 制 御 部 ， 　 １ ７ A　 コ マ ン ド 変 換 部 ， 　 １ ８ 　 HDD（ Hard Disk Dr
ive） ， 　 １ ８ Aハ ー ド デ ィ ス ク ， 　 １ ９ 　 通 信 部 ， 　 ３ １ 　 リ ー ド イ ン 領 域 ， 　 ３ ２ 　 管
理 情 報 ， 　 ３ ３ 　 論 理 ボ リ ュ ー ム 領 域 ， 　 ３ ４ 　 管 理 情 報 ， 　 ３ ５ 　 リ ー ド ア ウ ト 領 域 ，
　 ４ ０ 　 ハ ー ド デ ィ ス ク レ コ ー ダ 　 ４ １ 　 FAT処 理 部 ， 　 ４ ２ 　 デ バ イ ス 制 御 部 ， 　 ５ １
　 先 頭 セ ク タ ， 　 ５ ２ 　 空 き 領 域 ， 　 ５ ３ 　 デ ー タ 領 域 ， 　 ６ １ 　 MBR（ Master Boot Rec
ord） ， 　 ６ １ － １ 　 起 動 コ ー ド ， 　 ６ １ － ２ 　 パ ー テ ィ シ ョ ン テ ー ブ ル ， 　 ６ ２ 　 第 １
パ ー テ ィ シ ョ ン ， 　 ６ ３ 　 第 ２ パ ー テ ィ シ ョ ン ， 　 ６ ４ 　 第 ３ パ ー テ ィ シ ョ ン ， 　 ６ ５ 　
第 ４ パ ー テ ィ シ ョ ン ， 　 ７ １ 　 起 動 コ ー ド ， ７ ２ 　 パ ー テ ィ シ ョ ン テ ー ブ ル ， 　 ８ １ 　 フ
ラ グ ， 　 ８ ２ 　 開 始 セ ク タ （ CHS） ， 　 ８ ３ 　 タ イ プ ， 　 ８ ４ 　 終 了 セ ク タ （ CHS） ， 　 ８
５ 　 開 始 セ ク タ （ LBA） ， 　 ８ ６ 　 パ ー テ ィ シ ョ ン サ イ ズ ， 　 ９ １ 　 MBR， 　 ９ ２ 　 空 き 領
域 ， 　 ９ ３ 　 パ ー テ ィ シ ョ ン ， 　 １ ０ １ 　 FAT， 　 １ ０ ２ 　 FAT（ 予 備 ） ， 　 １ ０ ３ 　 フ ァ
イ ル ， 　 １ ０ ４ 　 フ ァ イ ル ， 　 １ ０ ５ 　 フ ァ イ ル ， 　 １ ０ ６ 　 空 き 領 域 ， 　 １ ２ １ 　 名 前
， １ ２ ２ 　 拡 張 名 ， 　 １ ２ ３ 　 属 性 ， 　 １ ２ ４ 　 予 約 ， 　 １ ２ ５ 　 作 成 時 刻 ， 　 １ ２ ６ 　
作 成 日 付 ， 　 １ ２ ７ 　 最 終 ア ク セ ス 日 付 ， 　 １ ２ ８ 　 先 頭 ク ラ ス タ 番 号 （ High） ， 　 １ ２
９ 　 記 録 時 刻 ， 　 １ ３ ０ 　 記 録 日 付 ， 　 １ ３ １ 　 先 頭 ク ラ ス タ 番 号 （ Low） ， 　 １ ３ ２ 　
フ ァ イ ル サ イ ズ ， 　 １ ４ ０ 　 ビ デ オ カ メ ラ ， 　 １ ４ １ 　 CPU， 　 １ ４ ２ 　 電 源 ， 　 １ ４ ３
　 ROM， 　 １ ４ ４ 　 RAM， 　 １ ４ ５ 　 カ メ ラ 機 能 部 ， 　 １ ４ ６ 　 画 像 信 号 処 理 部 ， 　 １ ４ ７
　 光 学 レ ン ズ 部 ， 　 １ ４ ８ 　 光 電 変 換 部 ， 　 １ ４ ９ 　 画 像 入 出 力 部 ， 　 １ ５ ０ 　 液 晶 デ ィ
ス プ レ イ ， 　 １ ５ １ 　 音 声 処 理 部 ， 　 １ ５ ２ 　 音 声 入 力 部 ， 　 １ ５ ３ 　 操 作 入 力 部 ， 　 １
５ ４ 　 通 信 部 ， 　 １ ５ ６ 　 HDD， 　 １ ５ ６ A　 ハ ー ド デ ィ ス ク ， 　 ２ ０ ０ 　 パ ー ソ ナ ル コ ン
ピ ュ ー タ ， 　 ２ ０ １ 　 Ｃ Ｐ Ｕ ， 　 ２ ０ ２ 　 Ｒ Ｏ Ｍ ， 　 ２ ０ ３ 　 Ｒ Ａ Ｍ ， 　 ２ ０ ４ 　 内 部 バ
ス ， 　 ２ ０ ５ 　 入 出 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス ， 　 ２ ０ ６ 　 入 力 部 ， 　 ２ ０ ７ 　 出 力 部 ， 　 ２ ０
８ 　 記 録 部 ， 　 ２ ０ ９ 　 通 信 部 ， 　 ２ １ ０ 　 ド ラ イ ブ ， 　 ２ １ １ 　 磁 気 デ ィ ス ク ， 　 ２ １
２ 　 光 デ ィ ス ク ， 　 ２ １ ３ 　 光 磁 気 デ ィ ス ク ， 　 ２ １ ４ 　 半 導 体 メ モ リ
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